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第 1 回 一 - コン ポー ネン ト 解 説 編 


第 2 回 一 - 静 的 特性 編 (本 誌 No.1527 3 月 27 日 発売 号 
第 3 回 一 - 動 的 特性 編 (本 誌 No.1528 4 月 10 日 発売 号 ) 
第 4 回 一 実践 編 (本 誌 No.1529 4 月 24 日 発売 号 ) 
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「 グ リッ プ を 引き 出せ な い ] わ 9 み を 


昨年 、DTM 最 終戦 に 参戦 し た GT500 マ シン は 


未知 の ハン コッ クタ イヤ を 発動 させ る こと に 苦労 し た う ン 


その 原因 の ひと つと し て 考え られ た の が “メカ ニカ ル グ リ ッ プ "で ある ジー ンー 


ヨー ロッ パ の 路面 と ワン メイ クタ イヤ で 戦う DTM マシ ン は 

空力 に 頼ら ず 、 サス ペン ショ ン を ソフ ト に する こと で タイ ヤ の グリ ッ プ を 引き 出す 

その 思考 は 、 GT500 を 走ら せる 日 本 メー カー の 想像 を は る か に 超え た も の だ っ た 

時 代 の 移り 変わ り と と も に 、 F1 を 代表 と し た レー シン グ カ ー は 空力 に 頼る こと が 多く な っ た 
し か し 、 その F1 で も サス ペン ショ ン を 動か す 基 本 は 変わ ら な い 

な ん と な く で は な い 。 “メカ ニカ ル グ リ ッ プ を 引き 出す 理論 は ちゃ ん と 存在 する 


Text : 世良 耕太 (Kota Sera) 

lllustration : アラ ブル カ (ALABULKA) 

Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 桜井 淳雄 (Atsuo Sakurai) ノ 鈴 木 紳 平 (Shimpei Suzuki) 

三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) ノ 小 笠原 貴士 (Takashi Ogasawara) 
ダレ ン ・ ヒ ー ス (Darren Heath) プ ブ ラッ ドミ ー ル ・ リ ス (Vladimir Rys) ノエ 藤 崇弘 (Takahiro Kudoh) 
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メカ ニカ ル グ リ ッ プ の 基本 は タイ ヤ で ある 。 路面 と 唯一 接触 し て 
いる の は タイ ヤ だ 。 ど ん な に パワ ー の ある エン ジン を 積ん で いよ う 
と も 、 タ イヤ と 路面 の 間 に 摩擦 が な けれ ば パワ ー は 伝わら ず 、 走 れ 
な い 。 宝 の 持ち 腐れ だ た 。 だ か ら 、 サ スペ ンション を 活用 する に し て 
も 、 い か に タイ ヤ を 上 手 に 使っ て 『 走 る 、 曲 が る 、 上 止まる] を 作り 
出す か が 、 考 え の 中 心 に な る 。 

タイ ヤ は 、 ク ル マ が どの よう な 姿勢 で あっ て も 、 地 面 に 対し て 上 真 
っ 直ぐ 相対 し て いる 状態 が 一 番 い い 。 な ぜ な ら 、 接 地面 積 が 大 きく 
と れる か ら だ 。 タ イヤ の 摩擦 力 ( 字 グ リッ プ カ ) は 摩擦 係数 と 荷重 
と 接地 面積 で 決ま る 。 接 地面 積 を 大 きく する に は 、 幅 広 で 大 径 に す 
れ ば いい 。 だ か ら 、 規 則 で 定め られ て いる 最大 の サイ ズ を 選択 する 
の が 基本 で ある 。 


最適 な 接地 形状 を 保つ た め 、 空 気圧 の 管理 が 非常 に 重要 だ 。 空 気 


20 つ ら ]1 ペー 9 
と 同じ 場所 で 撮影 さ 
0ESCHI6 の 


いる の が 分 か る 。 


横 か ら の 力 が か か る と 形状 は 変化 


た と えば 、 ク ル マ が コー ナー に 差し か か っ た と き 、 上 の 
イラ スト の よう に タイ ヤ の 形状 が 変化 する こと が ある 。 こ ご 
の と き の 路 面 か ら の 離れ 方 を ドラ イ バ ー は 穴 知 し て いる 。 


タイ ヤ の 構造 


タイ ヤ は 地面 に 接地 する 部 分 を コン パウ ンド 、 内 部 構造 
の こと を コン スト ラク ショ ン と いう 。 コン パウ ンド の 性 
質 は 溶け や すい も の 、 高 温 で も 耐え られ る も の な どの 種 
類 が ある 。 コ ンス トラ クシ ョ ン は 接地 面積 が 変動 し な い 
よう に レー ス 車 両 に 合わ せ て 作ら れる 。 


ショ ン 


コン パウ ンド 


場合 は ここ 


コン スト ラク 


シン 。 タ イヤ の コン パ 
ウン ド の 違い は ある が 、 叶 
同じ よう に タイ ヤ は た 園 
わ み 、 形 状 が 変化 し て | 


摩擦 力 を 高く 保つ た め の 幅 広大 径 


普通 の 物体 を 机上 で 動か す と き 、 物 質 同士 の 摩擦 係数 と 
動か す 物 の 重量 と で 摩擦 力 は 決ま る 。 し か し 、 タ イヤ の 
に 接地 面積 が 絡み 、 摩 擦 係数 (ん 
その た め 、 接 地面 積 の 広い 幅広 大 径 タイ ヤ が 必要 。 


の な か に 水分 が ある と 温度 の 変化 に 対し て 圧力 が 急激 に 変化 し て し 
まう の で 、F1 な ど で は ドラ イエ ア を 使用 する 。 
[タイ ヤ は 簡単 に 言う と 、 地 面 と こっ つく ゴム の と ころ を コン パウ 
ンド 、 内 部 構造 を コン スト ラク ショ ン と 呼び ます 。 こ の 組み 合わ せ 
で 作り ます が 、 ど うい 2 う 状 況 で も で きる だ け 安 定 し て 路面 と 接触 さ 
せ た い 。 そ こ が 難 し いと ころ で す ] 
表面 温度 を 計測 する の は 、 タ イヤ と 路面 の 接 衣 具 合 を 見 る た め だ 。 
その 際 、 内 側 の 温度 が 外側 より も 12-20C 高 く な る よう に 設定 する 。 
また 、 コ ー ナ ー で 横 G を 受け た と き の 接 地面 積 を 確保 する た め 、 タ 
イヤ に ネガ ティ ブ キ ャ ン バー (前 か ら 見 て ハ の 字 に な る ) を 与え る 
の が 基本 。 直進 性 を 保つ た め 、 ネ ガ テ ィ ブ キ ャ ン バー を 付け た と き 
ー ア ウト (上 か ら 見 て 前 広がり の 配置 ) を 付け る の が 基本 だ 。 
これ は 、 タ イヤ を 緊張 状態 に し 、 応 答 性 を 高め る た めで も ある 。 


タイ ヤ は 接地 面積 が 重要 


上 の イラ スト は タイ ヤ を 正面 か ら 見 た と き の 場 合 で ある 。 タ 
イヤ は 地面 に 対し て まっ すぐ 立っ て いる の が 、 一 番 い い 状 
態 。 右 の よう に 斜め に な っ て し まう と 、 接 地面 は 明らか に 
減る 。 い か に 接地 面積 の 大 きい 状態 で 使う か が 基本 と な る 。 


) が 決ま る 。 
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どん な に パワ ー の ある エン ジン を 積ん で いよ うと も 


タイ ヤ と 路面 の 間 に 摩 擦 が な けれ ば 


パワ ー は 伝わら ず 、 走れ な い 


/82 廊 
アラ イメ ント が バラ ンス し て 
ゴム の 緊張 状態 を 保ち つつ 直進 


トー アウ ト が ヤ 
辿る 軌跡 


Y 


リニア な 反応 


ゴム が すぐ に に 
応 


以 I に に wS 


(キャ ン バ ー ), 


ゴム の 反応 特性 


タイ ヤ の 角度 


ゴム が 


| ゴム が 
反応 し な い ! 反応 す 
入力 量 ! 入力 量 

I 
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ネガ ティ ブ 
キャ ン バ ー が 
辿る 軌跡 


Y 


キャ ン バ ー と トー は 

接地 面積 を 保つ た め に 必要 
タイ ヤ に ネガ カヌ ティノ キャ ン パ を 
つけ る の は 基本 。 ト ー ア ウト と 組 


み 合 わせ する こと で バラ ンス が 取れ 、 


クル マ は し っ か り 前 に 進む 。 余 談 
0 上 ( 届 22 ド タイ 0 の 
内 側 を 見 せな いた め に トー イン を 
39200 ポン ショ ィ クト る うら 
けた 、 と いう 説 も ある よう だ 。 


常に “ 此 張 状態 "を 作り 出す こと 
で 反応 を よく する 


ゴム で で き て いる タイ ヤ は リニア な 反 
応 に は な ら な いた め 、 ゴ ム が 反応 し な 
い 鈍 い 部 分 が 存在 する 。 そ の た め あ る 
一 定 の 部 分 まで ステ アリ ング を 切っ て 
お く ( ト ー イ ン )。 それ と バラ ンス を と 
る た め に キャ ン バ ー を つけ る 。 ふ た つ 
が 交わ る 部 分 で 緊 張 状態 " を 作り 出 
し 。 そ の セッ ディ シン グ し て お く と と で 
少し ステ アリ ング を 切っ た だ け で タイ 
ヤ が すぐ に 反応 する よう に な る 。 


トー ア ゆ ウド 


ェ = ニ ーー ・ 


NNW ささ いや 


///2//| 


NN svN ささ 


財 akethe 且 cehamlealerlp. 1 


グ  。 
SHTIN6 


タイ ヤ と 車体 の 間にあっ て 、 路 面 か ら の 意 
な 衝撃 を 受け 止め て 緩和 する の が スプ リン グ 


の 役割 だ 。 デ コ ボ コ し た 路面 を 通過 する と き 、 


ある い は ブレ ー キ ング や コー ナリ ング な ど で 
大 き な 人 荷重 が 加わ っ た と き に 、 コ イル スプ リ 
ング の 場合 は 縮む こと で 、 ト ーション バー ス 
プリ ング の 場合 は ね じ れ る こと で エネ ルギー 
を 吸収 し 、 衝 撃 を 緩和 させ る 。 

[巻き ば ね (コイ ルス プリ ング ) の 計算 式 を 
書き まし た 。 式 を まる ご と 覚え る 必要 は あり 
ませ ん 。 覚え て も らい た い の は 、 線 径 d が 4 
乗 に な っ て いる こと と 、 巻 き 径 D が 3 乗 に な 
っ て いる こと 。d が 4 乗 な の で 、 線 径 を 少し 
いじ る と ば ね 定数 は も の すご く 高 く (硬く ) 
な り ま す 。 巻き 径 D は 線 径 と は 反対 で 、 数 字 
が 大 きく な れ ば な る ほど ば ね 定数 は 低く な る 


線 径 が 太く な れ ば 人 硬く 、 巻 き 径 が 大 きく な れ ば 柔らか く 


巻き 数 が 増え れ ば 柔らか く な る 


(柔らか く な る ) と 覚え て く 
だ さい ] 

巻き 数 n は 数 が 増え れ ば 
増え る ほど 、 柔 ら か く な る 。 
計算 式 は 分 か ら な く て も 、 線 
が 太く な れ ば 硬く 、 巻 いた 
状態 の 径 が 大 きく な れ ば 和 柔 
ら か く 、 巻 き 数 が 増え れ ば 
和 柔らかく な る こと を 覚え て 
お く と 、 ば ね 定数 の 数 値 を 見 な く て も 、 姿 形 


線 径 d 


巻き 数 
n 


巻き ピッ チ を 変更 巻き 径 を 変更 


線 径 を 変更 


巻き ば ね の 基本 と プロ グレ ッ シ ブ 


上 の イラ スト の 左 が 巻き ば ね の 基本 形 だ 。 ほ と ん どの レー シン 


を 見 れ ば 特性 の 想像 が つく 。 

最初 の うち は 柔らか く て 、 縮 ん で いく と だ 
ん だ ん 人 硬く な っ て いく 特性 を | プロ グレ ッ シ 
ブ 」 と 呼ぶ 。 巻 き 径 を 変化 (太一 細 ) させ て 
も 、 線 径 を 変化 ( 細 一 太 ) させ て も 、 プ ログ 
レッ シブ な 特性 に する こと が で きる 。 


グ カ ー が 巻き ば ね 、 あ る い は トー ショ ン バ ー ス プリ ング を 使用 し 
て いる 。 右 の 3 種類 は プロ グレ ッ シ ブ な 特性 の 一 例 だ 。 た と え 
ば 一 番 右 は 下部 の 線 径 が 細い と ころ か ら 先 に 縮ん で いく 。 そう 
する こと で 徐々 に 硬く な っ て いく 状態 を 作れ る 。 


プロ グレ ッ シ ブ な 
特性 の 変化 

線 径 、 巻 き 径 、 巻 き 数 が 
一 定 で あれ ば スプ リン グ 
の 縮み 量 と 荷重 は 比例 す 
る 。 し か し 、 プ ロダ レッ 
シブ な 特性 に し た 場合 は 、 
縮み 量 が 変化 する と と も 
に 荷重 の か か り 方 が 、 徐 
々 に 変化 する 形 に 変わ る 。 


通常 の スプ リン グ 


( 貞 ) 陣 悦 


k = d4G/SnD? = Kg/mm 


ば ね 定数 の 単位 は Kg/mm ま た Lb/in で 表 さ れ 、 計 算 に は 下記 の 要素 が 必要 に な る 


ば ね 定数 (ば ね の 強 さ ) ニ k ま 線 径 =d 巻き 径 =D 。 巻き 数 =n 
材料 横 弾性 係数 (せん 断 弾 性 係数 ) =G ( 鉄 =8100Kg/mm) 


プロ グレ ッ シ ブ スプ リン グ 


スプ リン グ の 縮み 量 (mm) 


回 akelhe 較 eclmmlcal rp. 1 


動き は じ め が 肝心 
動い て 初め て 減衰 力 を 発生 する 


SHOCK ADSOID6I 


スプ リン グ と セッ ト で 搭載 され る の が 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ 
ー バ ー (ダン パー と も 呼ぶ ) だ 。 ス プリ ング は 衝撃 を 緩和 
し て くれ る が 、 放 っ て お く と 縮ん だ り 伸 び た り を 繰り 返し 
て 、 い つま で も 収まら な い 。 こ の 動き を 収束 させ る の が シ 
ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー だ 。 

[ショ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー は 、 1 秒 あ た り 何 セン チ 、 あ る い 
は 何 メ ー ト ル 動 く と き の 減衰 力 が 何 キ ロロ で す よ 、 と いう 言 
い 方 を し ます 。 内 部 の オイ ル が 穴 を 通過 し た り 、 バ ル ブ を 
通過 し た りす る こと に よっ て 減衰 力 を 生む 仕組 み で す 。 減 
衰 力 は シム や バル ブ で 調整 し ます ] 

ショ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー が 縮む 動き を 「 バ ンプ ]、 伸 びる 
動き を 「 リ バン プ | と 呼ぶ 。 


バン プ 側 


ピス トン 速度 


リバ ンプ 側 


「 振 動 を 収束 させ る 」 の が 役割 
スプ リン グ は 衝撃 を 加え て 放っ て お く と いつ まで も 
動き が 止ま ら な い 。 し か し 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー 


2 RS ーー フ ラブ トリ ーー / で ーー と 成 奏 ヾ 
「 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー は 動い て 初め て 減 三 力 が 出 ま す 。 (ダン パー) を 使用 する こと で 、 上 記 の グラ フ の よう が 発生 する 瞬間 の 動き は じ め の 部 分 (青色 の 部 分 ) 
に 短い 時 間 の な か で スプ リン グ の 振動 を 抑え る こと 


だ か ら 、 動 か さ な い と だ め な ん で す 。 そ うす る と 何 が 大 事 生生 で 判断 され る 。 

か と いう と 、 動 き は じ め の 部 分 で す 。 そ こ が 、 い い シ ョ ッ ' CAMouio 

クア ブ ソ ー バ ー と 悪い ショ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー の 分 か れ 目 に に ] 2 

な り ま す 。 レ ー ス 屋 さ ん と 会 話 を し て いる と 、「 ブ リー ド ( オ N 

イル の 流 路 ) が どう 』 と か 、「 減 衰 力 が どう 』」 と か 、 と い 

う 話 が 出 て きま す が 、 大 抵 、 動 き は じ め の 部 分 の こと を 言 

っ て いま す 。 ハ ンド ル を 切っ た 有 瞬間 の 動き は じ め を 指し 、 

調整 し て 、 そ こ が い い だ の 悪い だ の 言っ て いる の で す ] 
ショ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー の 特性 を 論じ る 場合 は 、 と くに 動 

き は じ め が 重要 と 覚え て お こう 。 


動き は じ め が 良し 悪し の 分 か れ 目 


上 の グラ フ は 減衰 力 を 表す 。 縦 軸 が 減衰 力 だ 。 ピ ス 
トン 速度 が 高く な れ ば 減衰 力も 高く な る が 、 減 衰 力 


1 
| 


昨年 の スー パーGT 第 5 戦 貞 
富士 。 チ ャ ン ピ オ ン を 獲得 
し た ワコー ズ 4CR は ここ で 
タイ に 続き 連勝 し 、 タ イト 
ル 獲 得 へ 弾み を つけ た 。 そ 
の 決勝 前 の グリ ッ ド 上 で は 詳 計 
ダン パー の 交換 が 行なわ れ 、 
勝て る クル マ に な っ た 。 串 
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FU 


スー パー フォ ー ミ ュ ラ の リヤ に ある ダン パー & スプ リン 
グ ユ ニッ ト 。 ス プリ ング は 一 般 的 な コイ ル タ イ プ で プリ 
ロー ド が 掛け られ て いる 状態 で 装 着 され て いる 。 


1 


ノ 
プリ ロー ド を 掛け る こと で 
1 PT6I03 の 計 に 財 な 状 馬 を 保つ と と が で きる 


スプ リン グ に あら か じ め 人 荷重 を 掛け て お く こ と を 「 プ リロ ー ド | と いう 。 


な ぜ 、 そ ん な こと を する の か 。 
リロ ー ド こ 影 
「 レ ー シ ン グ カ ー は すご く 空 が 大 切な の で 、 ピ ョ コピ ョ コ 動 いて も ら っ て 2 団 9 


は 困り ます ] 

せわ し な く 振 動 し て 車 高 が 変わ り 、 路 面 と フロ ア の 距離 が 変わ る と 、 空 
特性 は 変動 し て し まう 。 空力 的 に 安定 し な いと クル マ の 動き も 不安 定 に な っ 
て し まい 、 ド ライ バー は 自信 を 持っ て 運転 で き な く な っ て し まう の だ 。 

「 だ か ら 、 ピ ョ コピ ョ コ 動 か な いよ う 、 最 初 か の ら ス プリ ング を つぶ し て お く 
の で す 。 た と えば 、10kg ま で つぶ し て お く (プリ ロー ド を 掛け て お く ) と 

し ます 。 す る と 、10kg の 荷重 が 掛か る まで 、 ス プリ ング は 変位 し ませ ん 。 で 、 

10kg の 荷重 が 掛か っ た 有 瞬間 に 動き は じ め ま す 。 た と えば 、 ブ レー キ を 踏ん 

だ 有 瞬間 に 前 が 下がる の を 嫌っ た 場合 に 役立ち ます ]」 

プリ ロー ド を 掛け た 荷重 に 達する まで スプ リン グ は 縮 ま な い 。 と いう こと 

は 、 ブ レー キン グ 時 に も フロ ント の 車 高 は 空力 的 に 最適 な 状態 を 保っ て いら と 
れる と いう こと だ 。 時 


荷重 が 0kg の 状態 の スプ 
リン グ に 、 あ る 一 定 の 荷 
重 を 掛け て スプ リン グ を 
は じ め か ら 潰 し て お く 。 
それ に よっ て その 荷重 が 
掛か る まで スプ リン グ は 
動か な い (働か な い ) 状 
語 に する の だ 、。 た と えば 
通常 ブレ ー キ ング 時 に フ 
ロン ト が 沈む 量 の 半分 だ 
け プ リロ ー ド を 掛け て お 
く 。 そ うす る と 実際 の ブ 
レー キン グ 時 に は 残り の 
分 だ け フ ロン ト が 沈む 。 


) 陣 必 


( 


スプ リン グ の 縮み 量 (mm) 
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m 左右 の サス ペン ショ ン 機 構 を 結び 
AMIO BSI ロ ル を 押え る 方 向 に 働く ね じ り 棒 
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[アン チロ ー ル バー を 考え た 人 は すばらし い 」| と 、 森 脇 
さん は 絶賛 する 。 な ぜ な ら 、 ロ ー ル (車体 が 重心 点 を 中 
心 に 左右 に 傾く ) し た と き に し か 作動 し な いか ら だ 。 左 
右 の タイ ヤ が 同時 に 突き 上 げ ら れ た と き に は 作動 せ ず 、 
左右 輪 の 動き が 逆 の 場合 に の み 作動 する 。「 ロ ー ル 」 に 「 ア 
ンチ 」 が 付い て いる の で 、 ロ ー ル を 抑え る 方 向 に 働く わ 
け だ 。 ア ンチ ロー ル バ ー (スタ ビラ イザ ー と も 呼ぶ ) は 、 
左右 の サス ペン ショ ン 機 構 を 結ぶ ね じ り 棒 の よう な 形 で 
取り 付け られ る 。 

アン チロ ー ル バー が な い 場 合 は 、 右 の タイ ヤ だ けが 突 
き 上 げ ら れ た 場合 、 左 の タイ ヤ に は 影響 びな い 。 と ころ 
が 、 ア ンチ ロー ル バ ー を 付け て 寄与 率 を どん どん 大 きく 
(効き を 強く ) し て いく と 、 右 の タイ ヤ が 突き 上 げ ら れ 
た 際 に 左 の タイ ヤ も 動く よう に な る 。 強く すれ ば する ほ 
ど 、 リ ジッ ドサ スペ ンション (左右 の 車軸 が 独立 し て お 
ら ず 、 固 定 され た 状態 ) に 近づい て いく と いう 言い 方 も 
で きる 。 

コー ナリ ング の シー ン に 置き 換え て 説明 する と 、 旋 回 
外側 の タイ ヤ が 突き 上 げ ら れ た 状況 に な る 。 ア ンチ ロー 
ル バ ー の 効き を 強く し て いく と 、 旋 回 外側 に 沈み 込み に 
くく (ロー ル し に くく ) な っ て いく 。 計算 方 法 は スプ リ 
ング と 似 て お り 、 線 径 d が 特性 に 大 き な 影 響 を 与え る 。 
スプ リン グ と 同じ で 、|「 太 く な る ほど 硬く な る | と 覚え 
で お る こう 。 


アン チロ ー ル バー の 計算 式 


k=rd4G ノ 32R2L 


ね じ れ 棒 に アー ム が 付い て いる 単純 な ARB の バネ 定数 を 算出 する 場合 


ば ね 定数 (k) の 単位 =Kg/mm “ば ね 定数 = ニ k 生 線 径 =d 
線 長 (固定 点 を 半分 点 と する ) 三 L 
アー ム 長 ニ R 人 材料 せん 断 弾性 係数 =G ( 鉄 三 8100Kg/mm) 


DTM は GT500 と 違い 、 共 通 空 コンセプト を 採用 し て いる 
た め 、 空力 に 関す る 開発 を 行なう こと が で き な い 。 つま り 、 空 
力 を 利用 し て より 多く の ダウ ン フ ォ ー ス を 生む こと は で き な 
い 。 車 高 を 上 げ 、 足 まわ り を 動か す セ ッ テ ィ ング に し て グリ 
ッ プ を 引き 出し て いる た め コ ー ナ ー で は 大 きく 車体 が ロー ル 
する 。 そ れ を 制御 する の が アン チロ ー ル バー で ある 。 


ら ,SAZ047 


SF14 の リヤ 用 アン チロ ー ル バー 


上 下 を つなぐ バー の 太 さ が ポイ ント と な り 、 こ こ が 計 算式 で いう と ころ の 線 径 d と な る 。 
左 か ら 右 に 太く な る た め 寄 与 率 は 高く な っ て いく 。 
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ば ね 下 和 荷重 が 軽く な る と 、 ロー ド ホ ー ル ディ ング が 向上 する 


ば ね 下 和 荷重 が 軽い と 路面 に 追従 し や すい 


ば ね (日 本 語 ) ニス プリ ング (英語 ) で あ 


る 。 ス プリ ング に 載っ た 物 を [ば ね 上 部 品 」、 人 いじ ハ 
スプ リン グ に ぶら 下がっ て いる 物 を 「 ば ね 下 が > くい 
部 品 ] と 呼び それぞれ の 重 さ を 「 ば ね 上 和 荷 4 
重 ] (スプ ラン グマ ス ) 、「 ば ね 下 荷 重 (アン 
スプ ラン グマ ス )」 と 呼ぶ 。 サス ペン ショ ン ア 
eo 昌明 8 ー ム や リン ク 類 ば ね 下 荷 重 が 重い と 慣性 力 が 大 きく 路面 に 追 徐 で き な い 
| ドライ バー や ガソリン や エン ジン は 、 ば ね の 重り の 
上 荷重 で す 。 サ スペ ンション の アー ム や リン ブレ ー キ 関係 、 ア 
和 ー ッ プ ライ ト ま わり 、 
ク 類 の 重量 の 3 分 の 2、 タ イヤ 、 ホ イー ル 、 タイ ヤ 、 ホ イー ル 等 


ショ ッ ク ア フ ソ ー バ ー、 ス ピリ ンク を は ね 下 
荷重 と し て 計算 し ます 。 ば ね 上 荷重 も 大 事 な 
の で す が 、 ば ね 下 和 荷重 は も の すご く 大 事 で す 。 
地面 に は デコ ボコ が ある の で 、 タ イヤ は 常に 、 


ば ね 上 荷重 と ば ね 下 荷 重 の 違い 
一 般 的 に ば ね 上 荷重 に 含ま れる の は ドラ イ バ ー 


地面 を な め る よう に 走っ て も らい た い 。 そう や エン ジン な ど モ ノコ ッ ク に 付随 され る も の を W 
6 前 いう 。 一 方 、 ば ね 下 荷 重 と は タイ ヤ 、 ホ イー ル 
で な いと ブレ ー キ も 効か か いし 、 コ ー ナ リン は も ちろ ん サス ペン ショ ン の アー ム や リン ク 類 N 
グ は 悪く な る し 、 ト ラク ショ ン も 悪く な る か の 重量 の 3 分 の 2 も ば ね 下 荷 重 に 含ま れる 。 
ら で す 」 
ば ね 下 和 荷重 が 軽く な る と 、 路 面 を 捉え る 力 
が 向上 する の で 、 ロ ー ド ホー ルディ ング が 向 8 eS 
上 する 。 また 、 ブレ ー キ ング も 、 コー ナリ ング MM 
] ] ば ね 下 荷 重 の 計測 方 法 は 、 車 体 を 馬 ( 台 ) に 載 
も トラ クシ ョ ン も 良く な っ て 、 運 動 性 能 が 向 0 8 
の 。 に の 状態 で タイ ヤ を 重量 計 に 載せ る と 、 荷 重 を 測 
上 する 。 だ か ら 、 ば ね 下 和 荷重 は 小さ くし た い 。 定 する こと が で きる 。 
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下 の 写 真 は F1 の 車検 場 で の ひと コマ 。 マ 

シン は 専用 の 台 に 載せ られ て 各 パ ー ツ が 

寸法 内 に 収まっ て いる か 確認 され る 。 そ 

の 台 上 を 見 る と 上 の よう な 部 分 が ある 。 
ここ は タイ ヤ が 乗る 部 分 で あり 、 ば ね 下 

条 重 の 計測 が 可能 。 
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ぶし pm8G し 他 つつ やつ" NN で 
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JpDnSG 人 SC で | で し 冬 わ し つつ 7 必 て 
て 貴 濾 や p 忌 人 S レ で QG し し ” ふ ャ キト 
KG 先 選 う 会 トーー と て っ) 公 
耳 居 G 過 選 R う 会 尼 や 会 や 和 S や くけ 
YS し や っ SS 人 色 人 の で SS 和 相 
つつ 85 し jp うり し や 如 S け SO 功 けた 
さこ つ " 
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っ 6 いい S 記 し つ 丸 会 で ける 阻 素 
J セ ン 遇 で きつ や くし セ ? し apNTJ 
〇 ヒ の の の 会 っ h@ ュ DSSN0 ユ J)” 両 お hG@ っ ) 
UN トト SNW3EO 醒 示 公 押 rSte 
GS し ^ NG 本 会 SD い SN0G 会 の っ 心 著 
責 せ 人 旨 ご 6p? 3SJ2INT 仙 AN 届け 
貴 つ し 4638463SSIN さ ペー ヤ 6 給 夜 民 を 
ト ふ や ミ さら 6G 郊 束 民 Ki トト へ 心地 
っ 選 S2Jp 剛 較 つじ し で し っ i" 
ー 還 4163JS で KG 公選 ロ 震 つう "て 
In で U へ や @ 表 箇 会 ン 二 っ 
ツン ト J3J 色 央 朋 全 で っ J 還 いく し ゃ "7 提 玉 
せ 提 ne 3) 時 上 悦 只 つじ 諸語 や 堪 塵 し 
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83JO ご で きる 全員 し も 公 で 
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忙し い オ フ を 過 
意欲 も 見 せ た 。 


[どこ か で 絶対 に 見 せ 場 を 作り 


ッ ド シッ プ か ら FRHI 


こさ 
に: 
2 


臨む お 。「 こ れ ま で 以上 !( 


ー 


少し で も いい 結果 を 求め た い | と 、 
さら に 、 レ ッ ド ブル フル カラ ー の 噂 も ある 無限 NSX。 心 


シー ズン 、 ホ ンダ は NSX を 
更 し て GT500( 
ご し た ]」 と 話す 笹原 だ が 、 
た い 。 
機 一 転 と な る 今 シ ー ズ ン の 活躍 か ら 目 が 離せ な い 。 
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と 三 
ユン フ 


カッ プ ・ ジ ャ パン と 
アン F3 で 2 冠 を 達成 。 


帰国 する と FIA-F4 で ラ 
ン キ ング 2 位 、 


ささ は ら うき ょ う 
ス デ ビュ ー。2009 年 


ROTAX ワ ー ル ドグラ ンド 
ファ イナ ル で 優勝 。 翌 2010 


1996 年 4 月 24 日 生ま れ 、 
群馬 県 出身 。2003 年 ヤマ 
ハ SL ハ ルナ シリ ー ズ で レー 
年 か ら 単 身 ヨ ー ロ ッ パ へ 渡 
る 。 フォ ー 

2.0 の 経験 を 経て 、 2016 年 
日 本 F3 選 手 権 で ラン キン 
グ 3 位 の 成績 を 納め た 。 


2019 年 は ポル シェ 
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NQ 二 じ 昌 っ し 選 電 全 0 丸 半 っ 
8 昭 ひし っ 7 

ーー< ト 回 OL の の の 骨 KehJ ュ J 全 求 
ny” ロ mnOO つ @ 柚 沈 dm っ や % で うり 軍 
で で ゆで 

環 陸 : 仙 回 "人 ン 全 の に の 6 の の 崩 
NG っ J つ OFJAJAS 玲 穫 0 で セ 1J ン 貼 
レン で や く し セ " | っ 8 レロ OO 〇 つ 


公 ^Q の Fu ぃ oO の OUE で きろ うるう っ |)? 


OO 〇 っ つ 叫 者 じ っ ke 選 ーー”) 誰 
ぐ S 宰 つっ 門 り っ 心 全 こっ うっ 柱 演じ 記 
移っ 失っ うつ し うし や うい で 定 玲 好 
っ で 往き しゃ "NG 芋 症 し 玖 Ne っ 
NO で SSSAH ヘ て ミル へ G 選 で 公 Qp[ 眉 
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オー トス ポー ツ ! 


主 チ ー ム 8& マ シン 
完全 カ イ ド 580 


Mercedes-AMG F1 WT11 EQ Performance 


ows oo < 


幕 か ら 優 勝目 指す 
ホン タダ 、30 年 ぶり の 戴冠 な る か !? 


cx で 字 


ASICJN A 


50 「 se 
の | /< バ W ー へ AN Red Bull RB16 
アプ Mebii 
前 人 未 到 タイ トル 7 連覇 に 臨む メルセデス の 死角 は !? 


「 ス トッ プ ・ ザ ・ ハ ミル トン 」 の 急 先 角 は 誰 だ 
バル セロ ナ テ スト か ら 兄 え て きた 


ーーーー の < や 。 2020 年 の 戦力 図 
ーー | .Y ーー ーー ー McLaren MCL35 
テー F1 GRAND PRIX 


smss。 LIRCUIT GUIDE 
2020 


< 
た 
Ei 


ォ ー ト スポ ー ツ 路 時 増 和 の 0 の 0 F1 全 チー ム & る マシ ン 完 全 ガ イド 好評 発売 中 定価 : 580 円 (税込 ) 


お 求め 方 法 お 支払 い 方 法 ・・ 送 料 に つい て 
一 こ ご ちら か ら 一 お 電話 で 田 ク レジ ッ ト カ ー ド 払い の 場合 株 式 会 社 三栄 販売 部 
手数 料 : 無 料 / 送 料 : 一 回 200 円 〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 
いで 衣 新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
に 03-5357-6802 一 代金 引換 払い の 場合 TEL:03-6897-4611 (平日 10:00 一 17:30) 
r * 受注 セン ター 手数 料 :300 円 / 送 料 : 一 回 200 円 
(平日 10:00 一 17:30) ご 注文 金額 が 1000 円 以上 の 場合 は 、 送料 無料 っ 人 へ ト 選 I 
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それ で も 残っ た わずか な 可能 性 


Text : ルネ ・ デ ・ ブ ー ル (Rene de Boer) Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) Photo : DTM 
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熟 練 の 広報 担当 者 の 間 で は 、 あ まり 広く 知ら 
**Y れ た く な いこ と は 人 金曜 日 の 午後 遅く に 発表 
する の が 得策 と され て いた 。 と いう の も 、 週 末 が 
始ま る タイ ミン グ で あれ ば 、 紙 媒体 の 編集 部 か ら 
スタ ッ フ が いな く な る か ら だ 。 し か し 、 こ れ は こ 
れ は イン ター ネッ ト が 一 般 に 普及 する 以前 の こと 
で 、24 時 間 365 日 休む こと の な い デ ジタル メデ 
ィ ア の 時 代 に な っ た 現代 で は 、 た と ろ え 人 金曜 日 の 午 
後 で あっ て も 、 情 報 の 持つ 影響 力 は 衰え な い 。 そ 
うい うわ け で 「RH モ ー タ ー ス ポー ツ 、DTM で の 
活動 を 休止 ] と いう 見 出し は モー ター スポ ー ツ 界 
に か な り の イン パク ト を 与え る こと と な っ た 。 ア 
スト ンマ ー テ ィ ン か ら 公 式 に 認め られ 、 ド イツ に 
お ける ツー リン グ カ ー 最 高峰 の 
シリ ー ズ に 参入 し た スイ スチ ー 
ム は 、 わ ず か 1 年 で 姿 を 消す こ 
oo が / 

2018 年 10 月 11 日 、 ホ ッ ケ 
ン ハ イム で 行なわ れ た 18 年 の 
DTM シー ズン 最終 戦 に 先立つ 
木曜 日 、GT レ ー ス で アス トン 
マー ティ ン を 駆り 、 成 功 を 収め 
て きた モー ター スポ ボ ポーツ が 、 
翌 19 年 より ヴァ ン テ ー ジ DTM 
で 同 シ リー ズ に 参入 する こと を 
明か し た 。 完全 な ワー クス 体制 
で は な いも の の 、 英 国 の 高級 ス 
ポー ツ カ ー メ ー カ ー か ら の 正式 
な 承認 は 獲得 し た 。 と いう の も 、 
アス トン マー ティ ン は “ワーク 
ス 活動 の 範囲 を WEC の LM 
GTE Pro ク ラス と 、 レ ッ ド ブル F1 と の タイ トル 
スポ ン サ ー 契 約 に と ど め て いた か ら だ 。 

ドイ ツ 国 外 の メー カー に よる DTM 参戦 は 、 
1993ー96 年 の アル ファ ロメ オ 以 来 。 ア スト ンマ 
ー テ ィ ン と R モ ー タ ー ス ポー ツ の 新規 参戦 は 、 シ 
リー ズ を 統括 する ITR 代 表 の ゲル ハル ト ・ ベ ル ガ 
ー に と っ て 、 メ ル セ デ ス 撤 退 後 の 頼 み の 網 で あっ 


た 。 彼ら が 大 い に 歓 迎 さ れ た の は 言う まで も な い 。 


R モ ー タ ー ス ポー ツ は 、 メ ル セ デ ス の 和 兵 隊 と 
も 言え る HWA に ヴァ ン テ ー ジ DTM の 開発 と 製作 
を 委託 し 、R モ ー タ ー ス ポー ツ の 親会社 で ある 
AF レー シン グ と HWA の 合弁 会 社 で ある ヴァ イナ 
ミッ ク が 運営 に あたっ て いた 。 90 日 で 作ら れ た 
4 台 の マシ ン は 、 4 月 に ラウ ジッ ツリ ンク で 行 な 
われ た DTM の プレ シー ズン 公式 テス ト で 初め て 
公 の 場 に 登場 。、 ド ライ バー ライ ン ア ッ プ は 、10 
年 の DTM チャ ン ピ オ ン で 、 か つて は メル セ デ ス 
の ドラ イ バ ー だ っ た ポー ル ・ デ ィ ・ レ スタ 、 ダ ニ 
Es ツジ ショ ンカ デッラ 、 シ ジェ イン "ラズ ス 。 ララ ャ 
ルディ ナン ド ・ フ ォ ン ・ ハ プス ブル グ と いう 、 


2019 年 シー ズン は 4 台 の ヴァ ン テ ー ジ が DTM を 戦っ た 。 
て は 何 の 発表 も され て いな い が 、 今 季 の グリ ッ ド に 並ぶ 可能 性 も まだ 残っ て いる 。 


DTM で の 経験 豊 定 な ふた り の ドラ イ バ ー と ふた 
り の 新人 と いう 構成 だ っ た 。 

シー ズン が 進む に つれ 、 時 に は トッ プ 10 に 入 
る 結果 を 残し 、 ポ テン シャ ル の 高 さ を か いま 見 せ 
る こと も あっ た が 、 信 頼 性 と エン ジン パワ ー の 不 
足 と いう 課題 は 解決 され な いま まだ っ た 。 そ の 結 
果 、 シ ー ズ ン 終 了 直 後に R モ ー タ ー ス ポー ツ は 
HWA と の 契約 終了 を 発表 。R モー ター スポ ー ツ 
の 共同 代表 を 務め る フロ リア ン ・ カ メル ガー は 、 
その 時 の プレ スリ リー ス で 次 の よう に 語っ て いた 。 
[HWA と の コラ ボレー ショ ン に は 終止 符 を 打っ 
た が 、DTM で の 活動 は 継続 する 。 状 況 の 変化 に 
と も な い 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン と 協力 し て 20 年 


に 向け た 方 針 を 再 構築 する つも り だ ]」 

と ころ が 、RH モ ー タ ー ス ポー ツ の DTM 参戦 計 
画 に つい て は 何 の ア ナウ ンス も され な いま まだ っ 
た 。 こ れ ま で に HH モー ター スポ ー ツ の GT3 プロ 
グラ ム を 運営 し て いる イギリス の JOTA が マシ ン 
を 製作 し 、 エ ンジ ン 供 給 に 関し て は さま ざま な メ 
ー カ ー と 交渉 を し て いる と 噂 され て いた 。 し か し 、 
アウ ディ が エン ジン 供給 を 断っ た こと が 判明 。 そ 
の 後 は レッ ドブ ル F1 チー ム を 通じ て アス トン マ 
ー テ ィ ン と つなが り が ある こと か ら 、 ホ ンダ の 可 
能 性 が 急 浮上 し た 。 と ころ が 、 富 士 ス ピー ドウ ェ 
イ で 開催 され た スー パーGT と DTM の 特別 交流 戦 
の 際 、 ホ ンダ の 役員 が RH モ ー タ ー ス ポー ツ に エン 
ジン を 供給 する 予定 は な いこ と を 明らか に 。 そ の 
後 、BMW が 次 な る 候補 と し て 上 が り 、 カ メル ガ 
ー は 実際 に エン ジン の 供給 契約 が まとまっ た こと 
を 認め て いた 。 

それ で も 公式 発表 が 出さ れ な いま まだ っ た た め 、 
今年 Rh モ ー タ ー ス ポー ツ が DTM に 参戦 する の か 
どう か 、 周 囲 は 不安 を 覚え る よう に な っ た 。 プ レ 


本 稿 校 了 時 点 で は 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン 勢 の 参戦 に つい 
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シー ズン テス ト 用 に タイ ヤ も 、 新 車 用 の モノ コッ 
ク も 発注 され て いな いよ うだ と いう 情報 が か け め 
ぐっ た 。 これら は 当然 、 い い 兆 候 で は な か っ た 。 
さら に 、 昨 年 DTM で 使っ た マシ ン は 香港 の バイ 
ヤー に 売却 され た と 言わ れ て いた が 、HWA 代 表 
の ウル リッ ヒ ・ フ リッ ツ は ドイ ツ の オン ライ ン ・ 
メデ ィ ア に 対し て 、 昨 今 の 香港 の 情勢 不安 の せい 
で これ は 実現 せ ず 、 報 道 時 も 売却 先 を 探し て いる 
最 中 で ある こと を 明か し た 。 


そし て 、1 月 24 日 の 金曜 日 、 ヨ ー ロ ッ パ の 午 
後 遅い 時 間 に 、R モ ー タ ー ス ポー ツ は 今年 の 


DTM に は 参戦 し な いと いう 衝撃 的 な 内 容 の プレ 
スリ リー ス を 発信 し た 。 
[我々 の モー ター スポ ー ツ プロ 
グラ ム を 再 検討 し た 結果 、 将 来 
に 向け て 新た な 優先 順位 を 設定 
し た いと 思っ た 。 そう 考え た 場 
合 、DTM は も は や 我々 に 適し 
た 活動 の 場 で は な いと いう 結論 
に 達し た | と いう の が 、 共 同 オ 
ー ナ ー の フロ リア ン ・ カ メル ガ 
ー の コメ ント だ っ た 。 つ い に 、 
多く の DTM 関係 者 が 怒れ て い 
較 た こと が 現実 に な っ た 。 
と は いえ 、 フ ァ ン が 思っ て い 
た ほど この シリ ー ズ の 将来 に 大 
き な 衝 撃 を 与え た わけ で は な か 
っ た 。18 年 限り で メル セ デ ス 
が 撤退 し た こと を 受け て 、 参 戦 
メー カー が アウ ディ と BMW の 
み と な っ た 場合 を 想定 し た 緊急 
プラ ン は すでに 準備 され て いた の だ 。 そ の 実施 が 
当初 の 計画 より 1 年 遅れ た だ け の こと で ある 。 も 
ちろ ん 、 新 た な メー カー の 参戦 を 促す こと は この 
シリ ー ズ の 将来 に と っ て 非常 に 重要 な こと で あり 、 
DTM の ボス で ある ベル ガー も 言う まで も な く 、 
その 実現 に 力 を 入れ て いる 。Class 1 規定 が 日 本 
の スー パーGT と DTM で 導入 され 、 富 士 で の 特別 
交流 戦 が 成功 し た こと を 考え る と 、 重 要 な 役割 を 
果たす の は 日 本 の メー カー か も し れ な い 。 
実際 、 アス トン マー ティ ン が 次 の DTM シー ズ 
ン の グリ ッ ド に 並ぶ 可能 性 も 無き に し も あら ず だ 。 
HWA の 創設 者 、 ハ ンス ・ ヴ ェ ル ナー・ ア ウフ レ 
ヒト は ITR に 対し て | 必要 な 資金 を 集め る こと が 
で きれ ば マシ ン を 走ら せ て も いい 」| と いう 提案 を 
し て いる 。 す で に 4 月 下旬 に 予定 され る シー ズン 
開幕 まで に 2 カ月 を 切っ て いる こと を 考え る と 、 
それ が 実現 する と は 到底 思え な い が 、 何 が 起こ る 
か 誰 に も 分 か ら な い 。 た だ し 、 そ の パー トナ ー は 
R モ ー タ ー ス ポー ツ で は な い だ ろ う 。 彼ら と は 1 
年 限り の 付き 合い だ っ た の だ か ら 。 
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アス トン マー ティ ン 、 LMH ク ラス 参戦 の 延期 を 決定 
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月 19 日 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン は 今年 9 月 
に 開幕 を 迎え る 2020/21 年 シー ズン か ら 
設け られ る WEC の 最高 峰 カ テ ゴ リ ー、 ル ・ マ ン 
・ ハ イ パ ー カ ー (LMH) クラ ス へ の 参戦 を 延期 
する と 発表 し た 。 同 社 は 今年 9 月 に 始ま る 新た な 
シー ズン に 向け て ヴァルキリー] の LMH レー 
スカ ー を 開発 し て きた が 、 こ の プロ グラ ム を 再 評 
価 す る と し て いる 。 
アス トン マー ティ ン は 、 ト ヨタ と と も に 
20/21 年 シー ズン の WEC に “ハイ パー カー” を 
投入 する と 見 られ て いた 主要 自動 車 メ ー カ ー の ひ 
と つ 。 同 ブラ ンド は 19 年 6 月 に 行なわ れ た ル ・ 
マン 24 時 間 で の 発表 後 、 レ ッ ド ブル ・ レ ー シ ン 
グ と 共同 開発 し て いる ヴァ ルキ リー を ベー ス と し 
た LMH マ シン の 開発 を 進め て きた 。 し か し 、 今 
年 1 月 に ACO と IMSA に よっ て 合意 され た 
"LMDh" プラ ッ ト フ ォ ー ム が 発表 され た こと を 
受け 、LMP1 に 代わ り 最 高峰 クラ ス と な る LMH 
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クラ ス へ の 参戦 を 延期 する こと を 決定 し た 。 
その 一 方 で アス トン マー ティ ン は 、2019/20 
年 シー プン の WEC 第 5 戦 サ ー キ ッ ト ・ オ ブ ・ ジ 
・ ア メリ カズ 6 時 間 終 了 時 点 で 、 選 手 権 を リー ド 
し て いる LM GTE Pro ク ラス で の 活動 は 継続 す 
る こと を アナ ウン ス 。 ヴァンテージ AMR で の 同 
タイ トル 獲得 に 向け て 、 引 き 続き 注力 し て いく 方 
針 で ある こと を 明らか に し て いる 。 
それ に あわ せ て 、21 年 シー プン か ら レ ー ン シン 
グ ポ イント と と も に 行なう 「 ア スト ンマ ー テ ィ ン 
F1] と し て の ワー クス 活動 に 向け て 、 準 備 を 進 
め て いる こと も 明らか に 。 な お 、 同 ブラ ンド に よ 
る F1 ワ ー ク ス 参 戦は 1960 年 以来 初 と な る 。 

アス トン マー ティ ン ・ ラ ゴン ダ の 副 社 長 兼 チー 
フス ペ シ ャ ル オフ ィ サ ー 兼 アス トン マー ティ ン ・ 
レー シン グ 社 長 で ある デビ ッ ド ・ キ ング は 今回 の 
判断 に つい て 次 の よう に 述べ た 。 

[スポ ー ツ カー レー ス で この よう な 重大 な 変化 が 


起き て いる な か 、WEC の ハイ パー カー クラ ス へ 
の エン トリ ー を 一 時 停止 する と いう 決定 は 、 ス ポ 
ー ツ に お ける トッ プレ ベル の ステ ー タ ス と 、 そ の 
な か に ある 私 た ちの 居場所 を 冷静 に 評価 する 時 間 
を 与え て くれ る 」 

また 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン ・ ラ ゴン ダ 社 長 兼 グ 
ルー プ CEO を 務め る アン ディ ・ パ ー マ ー は 「 ル 
・ マ ン 24 時 間 で 総合 優勝 目指す アス トン マー 
ティ ン の 野心 は 衰え て いな い が 、 昨 年 この 計画 を 
立て た タイ ミン グ に は 予期 され て いな か っ た 状況 
の 変化 を 考慮 し 、 我 々 の 立ち 位置 を 再 評価 する の 
は 正しい こと だ | と 語っ た 。 

[我々 は ヴァ ルキ リー で 、 同 じ よ うな ハイ パー カ 
ー と 同じ 考え を 持つ メー カー と 戦う こと を 理解 し 
て WEC と ル ・ マ ン へ の コミ ッ ト を 決め た ] 

| し か し 、 状 況 が 変わ っ た 。 私 た ち は 一 度 立ち 止 
まり 、 自 分 た ち が 進 むべ き 選 択 を 再考 する こと が 
理 に か な っ て いる こと だ と 考え て いる 」 


が 


レッ ドブ ル ・ レ ー シ ン グ と と も に ヴァ ル ギ リ ー を 開発 
し て きた アス トン マー ティ ン 。F1 で は 同 チ ー ム の タイ 
トル ス ヌ スポンサ ー を 務め て きた が 、 そ の 契約 は 今年 限り 
で 終了 と な る 。 
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今季 も LMP1 クラ ス で 
トヨ タ 勢 を 相手 に 戦う 
レベ リオ ン 。 第 5 戦 品 
ョ ブッ ャ スル 
ン で は 1 号車 が ポー ル 
" ト み すず ゆれ げ 人 e 
ズン 2 勝目 を 飾っ た 。 


『 へ 本 EL L_WC つ T 


LMH ク ラス 参戦 は 幻 に 

レベ リオ ン 、 今季 限り で 

全 レ ー ス 活動 を 終了 へ 

Text : SDOrtscar 

WM EC の LMPT クラ ス を 戦う クレ ベリ オン ・ レ ー シ ン グ が 2 
月 18 日 、 今 年 6 月 に 行なわ れる ル ・ マ ン 24 時 間 を も っ て 、 


きい すべ て の レー ス 活 動 を 終了 する こと を 発表 し た 。 
」 要 - キー いさ 2018/19 年 の "スー パー シー ズン ′ か ら レ ベリ オン R13 で 
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瞳 一 己 ヨ Lu ご] GAZOO Racing を 相手 に 今季 も 第 3 戦 上 海 と 第 5 戦 サ ー キ ッ 
ん 4 tm い け ト ・ オ ブ ・ ジ ・ ア メリ カズ で 2 勝 を 挙げ て いる 。20/21 年 か 
!。 悦 ら WEC ア ル ・ マ ン に 導入 され る ル ・ マ ン ・ ハ イ パ ー カ ー に つ 
[ いて も 、 プ ジョ ー と タッ グ を 組ん で 22 年 か ら 参 入 す る と し て 
いた が 、 そ の 歴史 に 終止 符 を 打つ 決断 を 下 し た 。 
「 レ ベリ オン に と っ て モー ター スポ ー ツ は 貴重 な 財産 だ っ た ] 
と 語る の は レベ リオ ン ・ コ ー ポ レー ショ ン 代 表 の アレ クサ ンド 
ル ・ ペ シ 。 サー キッ ト は 、 我 々 に と っ て 絶好 の ショ ー ケ ー ス 
で あり 、 本 当 に 多く の 観 寄 へ アプ ロー チ で きる 場 で も あっ た 。 
モー ター スポ ボー ツ 活 動 へ の 投資 は 満足 感 以上 の も の を も た らし 
て くれ た 。 た だ 、 我 々 は ビジ ネス 環境 の 再 構築 を 検討 し て お り 、 
今季 の WEC が 終了 次 第 、 そ の 影響 が レー シン グ 部 門 に すぐ 訪 
れる 。 簡単 な 決断 で は な か っ た し 、 以 前 表明 し た 今後 の 活動 計 
画 を 完遂 で き な い こと を 心 苦 し く 思う 」。 


いさ 最上 位 の LMP1 クラ ス へ 参戦 し て きた 同 チ ー ム は 、TOYOTA 


ル ・ マ ン 復 帰 へ の 提携 先 は 
オレ カ で は な く リ ジェ 
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ラン ス の 日 刊 ス ポー ツ 紙 『 レ キッ プ | に よ 

る と 、 プ ジョ ー は 当初 目指 し て いた オレ カ 

と の パー トナ ー シ ッ プ 締 結 は 実現 し な か っ た も の 

の 、 リ ジェ ・ オ ー ト モー ティ ブ と 提携 する 方 針 で 
ある と いう 。 

この 動き は 2 月 13 日 に 発表 され た レベ リオ ン 

・ レ ー シ ン グ の 全 レ ー ス 活動 撤退 に 端 を 発 す も の 。 

プジョー は 、 こ の スイ ス の レー シン グチ ー ム と と 


リジェ は 現在 、 フ ラン ス の コン 
ん トラクター、 オ と 上 一 ダ * ャ ゴチ 
ー ト モー ティ ブ が 開発 、 設 計 を 
行なっ た 「JS P217] を 販売 し 
で いり る 。 


開発 を 含む 複数 の プロ ジェ クト 分 野 で 、 リ ジェ を 
活用 する 可能 性 を 排除 し て いな いと いう 。 
今後 我々 は リジェ ・ オ ー ト モー ティ ブ と の パ 


お り 、19 年 に は ハイ パー カー 
を 評価 する た め に プジョー と 初期 段階 の リサ ー チ 
と 概念 的 な エア ロダ イナ ミク ス 研 究 を 行なっ た 。 


の 潜在 的 な 可能 性 
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も に 2022/23 年 シー ズン か ら WEC の 最高 峰 ク 
ラス に 参戦 する と し て いた 。 


ー ト ナー シッ プ を 確立 する 。 近 年 、 私 た ち は 何 年 
も スポ ー ツ カー レー ス を 行なっ て いな い 。 その た 


この よう な 理由 か ら オ レ カ が フラ ンス メー カー の 


" ル ・ マ ン 復 帰 "プロ グラ ム の た め 、 プ ジョ ー と 


グル ー プ PSA モー ター スポ ー ツ 代表 の ジャ ン め 、 チ ー ム を 内 部 組織 だ け で 構成 する か 、 外 部 パ 提携 する こと が 予想 され て いた 。 
- マル ク ・ フ ィ ノ ー は レキ ッ プ の 独占 イン タビ ュ 一 トナ ー と の 協力 体制 を と る か の 選択 肢 を オー プ し か し 、 同 社 の 創設 者 で ある ユー グ ・ ド ・ シ ョ 


ー に 対し 、 プ ジョ ー が 23 年 の ル ・ マ ン 24 時 間 復 
帰 に 向け て 、 車 両 開 発 分 野 で リジェ と 下請 け 契 約 
を 結ぶ 予定 で ある こと を 認め た 。 そ の な か で フィ 
ノー は 、 レ ベリ オン ・ レ ー シ ン グ の 撤 退 に よっ て 
組織 は | より 強固 | に な っ た と コメ ント 。 ま た 、 
カー ボン ファ イ バ ー 材 料 や 、 エ アロ ダイ ナミ クス 


ン な まま だ 。 現在 、 我 々 の プロ ジェ クト は 技術 的 
な 分 野 の 構築 段階 に ある た め 、 ま だ 本 格 的 に 運用 
する 段階 で は な い ] 

オレ カ は 、WEC の 過去 2 シー ズン に わた っ て 
レベ リオ ン ・ レ ー シ ン グ の LMP1 プロ グラ ム の レ 
ー ス オペ レー ショ ン と 、 技 術 サ ポー ト を 提供 し て 


ー ナ ッ ク 社 長 は ACO と IMSA か ら グ ロー バル プラ 
ッ ト フ ォ ー ム “LMDh" が 発表 され た こと を 受け 、 
ベー ス と な る LMP2 カ ー の 開発 を 優先 させ る 目的 
で 、 ル ・ マ ン ・ ハ イ パ ー カ ー に 準拠 し た プジョー 
の ハイ パー カー 製作 に 関わ ら な いこ と を 明らか に 
し て いる 。 
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Text : autOSDOrt web 


| 極秘 の 和解 合意 【 
玉 々 は 強く 反対 する 」 


四 貴 二 つ RRHInNー つ やく ロー 
トコ HIn て ( ロ つ ) 会 形 舞 補 塚 
次 区 つ し っ NeG し や っ 会っ 
けい っ し エー マ や )JG 寺 り 下 NG 号 
個 旨 訟 iv NHINー ユ っ J<m 抗 唱 財 つ で 
っ 部 選 ” つ 全 つり J で 唱 表 つ "nHINー 
つ 締 L つ 地 里 つ し っ さき う に ト ホー 篤 7 
NGqm 幅 GE 人 季 本 人 和信 生 で や 心 閲 人 N の 二 
豆 引 且つ 県 7 

ト J で 3^ QOー の 時 ハー 人 K ハ 届 壮 
nHINー 公 つつ 6 毅 放 吉 咽 足 吉 6 次 
掴 嘱 の いむ 選 G し せっ 全う っ 心 午 
会 代 全 で 丸 ) 唱 着丈 剖 和 Ne? ローマ 
や 悪 潜 回 で Q い し 形 寺 PF 邊 喝 店 剛 
つ ^ へ 穫 和 ロー へ AmAG 季 避 臣 上 
つ し っ で ? 

nH トー ニ こせ に 円 選 理加 4 固 呈 は 


選 " 玉 エー ママ 公証 箇 *wES で 理 
時 瓶 圭 穴 亮 く ぐ 凌 区 お 咽 で 会 GS 公 
nQ? NTJ セ エー マ < や 8Q 叫 SS NH 
InNー つ GT つり 藤 セ Ne 畑 更 紀 yt8 ト J 
っ J” 6Q8IRHI 一 3)G 下 し m 帆 器 扶 
っ つ wSMm 品 也 つ で 会 帆 G 計 時 けい 
くも (0F く よこ きま て 

INJ で けい 0 いう し” RhHINh 一 っ ュ J)。 トト H 
Inー ユ 球 上 つ 史 堪 竹 Ne ミト トド ロペ 
っ つく 一 に K 史 諾 ント ホー スベ (レル 心 届 ー 
さ ヘ ^ スミ や Pi ト KK ペー へ へ 私 そ ヘ 
人 の と NN ヘー トド ト 計 NR 島 避 
m” や マト 人 K) 会 m 皿 じ 眉 酢 丈 
数 ISSCWKIHESIEGNE に こと で 
[rJG 相 堅 嘱 つつ 玉 ホー さ ゼ ” Q 叱 
TI ロ ローマ 公 品 陣 つ くく ー 和 トト コト 
・nhHIhN 一 エーロ つ 6 誠 個 坦 喉 り 
叶 NO 二 想 け 約 WW つ し へ 町 公選 
孔 妃 ] 

[ 画 有 組 中 SKK ミー ム ハ 誤 中 ば ” 嘱 耶 環 
対 明 折り 細 4n 直 ” 細 曽 牌 jp で レビ 
画 Ne 由 出 会 寺 Ne] 

[エー マ 公 弄 G ホ ー ス 会 人 Q 随 や 人 Q で で 
境 本 は 本 つつ 6 丈 選 SS で 丸 剖 RG 貞 
箇 全 有紀 F つ " エー マ 全 JJ6 配 内 丈 刻 融 
や や 0@8S1J NHINー つ っ ) 園 窟 G 記 民 
< 内 け 瑞 つけ 7 軍 せ 引 シン 区 表 
NG | 

[つつ 会 0 し 窟 ぶ せ 。 唱 陣 け セ くし レ G 
約 守 字 公 円 人 〇 時 鞭 唱 司 で で No で や 避 
JJG 配 還 唱 藤和 セ Ne 人 RH に 環 屋 SS 昌 
喜 G 忠 民 S 民 Se 妃 SG 咽 G 責 叶 
民 証 phN@T 軍 で で RF トペ 総 守 押せ 
ー6 皇 細字 で で しょ J で ES 中 | 
| 丸久 骨 装 守 し じ 還 避 握 ロ エー マ 
6 円 孤 SN ロ や KG 編 時 し じ ” 押 ぶ 
間 如 紹 筐 束 交 人 S6 埋 記 忠 本 本 NG」 


対し 、FIA は 内 容 の 機密 性 は 司法 規律 で 規定 され て いる こと だ と 主張 し て いる 。 


いこ 


7 チー ム に よる 合同 声明 が リリ ー ス され た こと 


/6/727/ 
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Photo : Ferrari FIA F2 / FormulaE 


タタ ・ コ スタ が 連続 ボディ ウム で 選手 権 首位 に 


Text : autOSDOrt web 


ォ ー ミ ュ ラ ビ は 2 月 15 日 、2019/20 年 シ 


ー ズ ン 第 4 戦 メ キシ コシ ティ E-Prix を 開催 。 


パナ ソニ ッ ク ・ ジ ャ ガー・ レ ー シ ン グ の ミッ チ ・ 
エバ ンス が 優勝 し た 。 

エバ ンス は この ラウ ンド の 予選 で トッ プ タ イ ム 
を 記録 し て スー パー ポー ル に 進出 する と 、 ア ンド 
レ ・ ロ ッ テ ラ ー (タグ ・ ホ イヤ ー・ ポ ボル シェ ・ フ 
ォ ー ミ ュ ラ ヒ チ ー ム ) に 続く 2 番 グ リッ ド を 獲得 


し た 。 決勝 の スタ ー ト で は 好 発 進 を 決め て 、 ロ ッ 
テラ ー と 接触 し な が ら も トッ プ に 浮上 。 そ の まま 
堅実 な 走り を 見 せ て 優勝 を 飾っ た 。 2 位 に DS テ 
チー ター の アン トニ オ ・ フ フェリ ックス ・ ダ ・ コ ス 
タ 、3 位 に は ニッ サン e.dams の セバス チャ ン ・ 
きき が 人 つた だ 。 

第 5 戦 マ ラ ケ シ ュ ビ -Prix は 29 日 に 開催 され 、 
ダ ・ コ スタ が ポー ル ・ ト ウゥ ・ ウ イン を 飾っ た 。 


今 大 会 の ポー ルポ ボ ポジション を 獲得 し た ダ ・ コ ス 
タ は 、 ス ター ト で 順位 を キー プ す る 。15 周 目 に 
マキ シミ リア ン ・ グ ンタ ー (BMW 1 アン ドレ ッ 
ティ ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ) に 先行 され た も の の 、 

19 周 目 に は 首位 に 返り 咲き 、 そ の まま トッ プチ 
ェ ッ カー。 こ れ で 93 戦 連 続 表 彰 台 と な り 、 選 手 権 
トッ プ に 立っ た 。 2 位 は グン ター、3 位 は ダ ・ コ 
スタ の 僚 友 ジャ ン - エリ ッ ク ・ ベ ル ニ ュ と な っ た 。 


拓 の 777/7/// 器 


el」 


拓 の 777/7/2/ 


SM ゃ = ーーー テ ーー 一 
ーー バーー ーー 一 ー 


ー ーー ーー = ニー ェ ーー ン て * ーー コ うこ 
さ - 


ai ed = ミ 更 。 = ll 
スタ ー ト で トッ プ に 立っ た エバ ンス ( 左 )。 ロ ッ テ ラ ー は 接触 に より 、 2 番手 か ら 4 番手 まで ポジ ショ ン 
を 下げ た 。 その後 も ライ バル と の 接触 で ダメ ー ジ を 負い 、 ピ ッ ト イ ン を 余儀 な くさ れ た 。 


ーー 


ブル 表彰 台 に より 、 チ ー ム ラン キン グ で トッ プ に 。 


キャ シディ が ルー キー テス ト で 
LTH コー スレ コー ド 大 幅 更 新 


FFCCELCLPLFTFTTTTTTTTTTTTTTTLTHETETUUHTTTTUHTHTTTELUTTEELLLLLPELELULLLELLEUTETELUNTELELLLLPEELLLLULPELEUTTETELELUTTELELLLTEFELNULLEEELLLLUPTELLETTEELLLLLELELTLTTEELLUTTETELTTTFFLLLLLFFLFLT 


Text : autOSDOrt web 


敵 松下 ら が 開幕 前 テス ト に 参加 
総合 トッ プ は ハイ テッ ク GP 


FFCCCCETTTTTTTTTTUTTTTTFTTTHTETFTELLETETEETTPTTELLLLLEELLLLLEEELLULLELELLLLPELELLLLLLPLEULLTEEELLLLUTTEELLHTELELLLLELELLLLLLELLLLLLLELLLLLELELITTEELELLLLLEELLLLLLELLLLLELELLLLLEELLLLT ELLL TI 


: aUtOSDOrt web 


F IA F2 は 3 月 1 一 3 日 、 バ ー レ ー 
ン で プレ シー ズン テス ト を 実施 。 
最終 日 に は 、 ハ イ テ ッ ク GP の ルカ ・ ギ 
オッ ト が 1 分 41 秒 252 を マー ク し 、 こ し 者 
の タイ ム が 3 日 間 の テス ト の 総合 トッ プ ま 記 
タイ ム と な っ た 。 日 本 人 下 ドライバ ー は こ 4 折 
の 日 、 松 下 信治 (MP モー ター スポ ー ツ ) | る 
が 1 分 41 秒 612 を 記録 し て 5 番手 。 佐 F2 に ステ ッ プ アッ プ し た 角田 (上 ) は カー リン 
藤 万 璃 音 (トラ イデ ント ) が 1 分 43 秒 5 の 二 こさ マン ンド ビッド ワ ルカ ター 
922 で 16 番 手 、 角 田 裕 毅 (カー リン ) スポー ツ に 移籍 し 、F1 昇 格 に 必要 な スー パー ラ 
が 1 分 44 秒 496 で 17 番 手 と な っ た 。 


3 月 1 日 、 モ ロッ コ ・ マ ラ ケ シ ュ で フォ ー ミ ュ ラ ヒ の ルー キー テス ト が 開催 
され 、 エ ン ビ ジョ ン ・ ヴ ァ ー ジ ン ・ レ ー シ ン グ か ら 参 加 し た ニッ ク ・ キ ャ 
シディ が 総合 トッ プ タ イ ム を 記録 し た 。 

キャ ン デ ィ は 74 周 を 走行 し 、1 分 16 秒 467 と いう タイ ム を 記録 。 この タイ ム は 、 

2 番手 の セル ジオ ・ セ ッ テ ・ カ マラ (GEOX ドラ ゴン ) に 0.463 秒 の 大 差 を つ 

け て いる ほか 、 今季 第 5 戦 の 予選 で アン トニ オ ・ フ ェ リ ックス ・ ダ ・ コ スタ (DS 
テ チ ー タ ー) が 記録 し た 1 分 8 
17 秒 158 と いう コー スレ コー 

ド を 上 回 っ て いる 。 
[今日 の マラ ケシ ュ ル ー キ ー テ 菩 
スト か ら 多 く の こ と を 学ん だ ]」 
と キャ シディ 。「 こ れ ま で の 経 
験 と は 大 きく 異な る が 、 素 晴 ら 
し い テ スト だ と 感じ た 。 ク ル マ 
の ペー ス は 素晴らし か っ た し 、 
マラ ケン シュ で 史上 最速 の タイ ム 
を 記録 で きた こと も 素晴らし い 
気分 だ 」 


の ュ 


イセ ンス ポイ ント 獲得 を 目指 す 。 


| 


今回 の ルー キー テス ト に は 、 ニ ッ サ ン 
e.dams か ら ヤ ン ・ マ ー デ ン ボ ロー ( 下 ) 
と 高 星 明 誠 、 さらに パナ ソニ ッ ク ・ ジ ャ 
ガー・ レ ー シ ン グ か ら サ ッ シ ャ ・ フ ェ ネ 
スト ラズ が 参加 する な ど 、 ピ 日 本 に 縁 の あ 
る ドライバー が 複数 参加 し た 。 


居り ////7// 
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HH こく へ に 公 浴 立 N 朋 皿 4 條 由 罰 間 
隷 芝 G 反 叩 p 罰 慌て 届く 甘 中 
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中 や 本 4K 忠 計 語 )S 且 
てい N 〇 明 Q 疾 K ロ ーi ト ハ ” 所 
け 鑑 4 四 拉 けい むし っ 刀 了 て 町 入 GH ミ 
NN へ ・ 昌 こく へ に K 倒 慎 記 尽 4 ト 則 忌 
強 記 引い 尺 ? お ホー ペペ ャ て 6 
Rn かさ ・ ロ こく こ 和 へ と を と 公 鋼 ro 時 "や て 
KK 中 そ ハ ・ ド AH 半鐘 4m き 状 け くい 

の ニー や mmG 明 し 怠 理 *o で 中 
ユ ヘー・ ベ エロ ーi ト "< ト に 4 用 に 思 
っ や で FJ) し 野寺 @ く トー 会 補 モ 
へ や さや で 相 に 上 北 全 六 型 け 上 遇 ン 
n 8? <R 忠 刻 G や 拓 窟 の の 
し 車 で で te 中 介 補 で 如 会  JG せ MK 
唄 二 吐 会 中 加 Y ゃ で で 『J っ J” 表 牙 G 貴 器 
公夫 0 8FJAJS2J 公 2Q7 員 K ト トー 
の の や バト KQ、G 玖 Gー ベ トー 
込 し 車 で で 

拓 mG 中 路 2 り 8 こさ” ご ロロ GK ト トー 
功 国 し せ 引 っ 妥 会 避 さ 。 揚 翼 舞 帳 握 
は MK 喘 全 の 芝 志 可 f6 し 中 "FTJG 潤 
結 し 費 回 * 股 い し っ 過多 迷人 色 紅 お 
NTJU 了 用 や p 咽 さい ひし 立つ っ 帳 へ ト 
へ 町 っ JSN@" 

鈴 更 忌 還 公 Q 座 4m 栖 所 けい おじ 和 で 
HH こく へ K ゼ 8 に ・Q 介 ホー し 嘱 紀 KK 
I ト ー ハ 唱 義 ね 握 信 信 く マー に K し 相思 
KI ト ー 作 買 拉 や て NO の ・ 一 葉 揚 G 
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終 


1 
に に 4 


縮小 し て 開 
催さ れ た スウ ェ ー デ ン 戦 。 
日 に は 雨 が 降っ た こと も あり 、 
スノー イベ ント で ある は ず の ラ 
リー・ ス ウェ ー デ ン で は ウォ ー 
ター スプ ラッ シュ が 見 られ た 。 


R 
吉 
+ エ 6 
1J 
上 
師 


- ペ テー 1 ク kN 
PJz < 


式 
選 
紀 


所 CRpGG” 雇 4nI ン で ・ に 
コー ンー 中 OF 衝 思 器 訪日 くく 
けい し 8QOー ト 攻 G 能 選 宮 I ト ユー 
〇 m ぷ 巣 -J)SN@ ヤ エト Q 沸 町 "て 町 
ふ 言 べく 肝 思 @ 苑 写 S 6 丸町 
JO し ゃ の 周り 志 ン Q 叶 典 埋 GIIh ユ 
ー・ ベ ロー トト ハ へ 遺 帳 S で で 丸 " 

ト 回 G 悪 誤 し HH こく こ へ KG ヘ ハー に K ハ 
革 計 醒 喧 衣 ー ハ て せき "マハ ヘー て し ゼ 
JH へ N ふ て で I ト で HH ユ ー・Kー リ ミュ ) 
料 さ し っ ぃ 6 公選 導く 柚 吐 回 綴 @ 押 し 
て IhーKI 必 へ へ や そそ NBO ち 
85 日 こ へ く 全 INN せ へ 私 ユー ペー ロリ 
nSNeG お 8 ト J で 公選 人 し 

| 所" 握 思 雇 に 並 失 ロロ 
へ てく 会 つ 〇 ・ の 訟 揚 穫 で 遇 買 の 装 車 
っ し ゃ ^ < ト K4K し 且 〇 員 エ RNNINK 
二 黒 mmG ロ こく へ と 会 の の の 咽 虹 
GO で 愉 全 一家 8GB 表 つ ^ 
日 8 の O・O 倒 抽 GS 員 語 綴 で で 忌 
で 記 台 公 掴 峰 ” ご 臣 G ロ く へ を 由 公 
Oo 他 G い トー ミン モハ へ GAH 
守 nN 皿 刺 中 で 局 汐 4m 半 喧 つじ 
や で? 

の ・ ざ 設 相 し 雇 m き 所 は 有 座 で で で S ド 
人 A 日 代 会 て トーK 上 トーG の の ど し 
3 や く ト ー ハ の ae 抽 ET ーー ト KG の 
KK ャ ヘー て ュ J4L だ や レ の や ャ ハー て 前 愉 
犯 つ ^ Zih て マーKIh へ へ 心 の 志 け 
いむ し っ ぃ 6? 

| 所 IlHN ト 中 キーfKIhA 
の や ざた ピコ ロト く SIiTTXG こ へ この や コマ 
IN へ N へ や て RTND 時 IN へ へ 
GUHANw て けど マハ て 揚 O 
で し っ nA@" 

Kih そ く ー う つじ 忌 人 し 
IN ユー・K せ ロー へ 喝 性 つ 刀 日 へ 
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K |- 〇 と の O ヒ ママ の ママ NO 〇 CG 
oーCo0!J) 結 で ひし Q 話 叩 し 問い JJ 
公 じ % し ” 己 暫 中心 で つっ |] 幅 る 選 


骨 虹 へ Q つ っ いふ ミト ル 昌 吸 球 つ レ ン で や 
ぶし Ss マン "コト ドレ ゼ mm 人 会 憲 6 心 
レロ 出生 レン SNeS2J′ 中 下 ン も 
ーー つ レ ン で 玉 ホー ロッ つ 会 Q 箇 宰 
つ し っ et いふ ミドル ゼ 部 けり 装 他 氏 町 WW 
he レン で 人 ト 回 Gt で 心 名 凶 で で 旬 
っ Ti ト て AN し 6 NO で 会 閑 %0 
S 再 おけ で で OS ト JFJ し GAJFJAG7 
咽 放 し レ ゃ 蛋 つ 人 S レ っ nA@ 公 人 Q” ト JG 
SGNIh て ミミ で て ハー し ゃ っ っ ろ ト マー 
へ へ 心 色 堪 ン トド JJ 選民 い レス っ ぃ 6 

SS 町 入 ・ こ K 受 区 〇 め 虹 ご で" 
トー に 式 全 Q ぐ 日 ハー ベー つ 選 区 田 則 
IR ゼ 刻 h の らく で” Q 話 農 埋 て 
hhYIIR AH 東村 補 ” 区 つ ン キ ユ 
K 受 上 O し h 必 そく マー ふ ペー) つ し 維 話 
つ キ ユー ルト で ・ 届 て く 心 で” 凌 
選 ロ リル ヘー て INhT ミ 公 仙 で <K4H 
共 ふ て ト 只 際 S ン で で 


「 今 回 の ラリ ー は 普段 より も 距離 


ト ア ウト で 走ら な けれ ば な ら ず 大 変 だ っ た | と イ 


フラ ッ 


初 表彰 台 を 獲得 し た ロバ ン ペ ラ (上 )。 


が 短く 、 つ ね ! 
ベン ト を 振り 返っ た 。 
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Photo : 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) INDYCAR  K-tunes Racing ノ TOYOTA 


K-tunes の コン セプト は 達磨 
LM " 不 携 不屈 の 精神 "で タイ トル 狙う 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


T300 クラ ス に 参戦 する K-tunes Racing が 3 月 1 日 、 チ ー ム の ホー ムペ 

ー ジ 、SNS で 2020 年 の 参戦 体制 と カラ ー リ ング を 発表 。2019 年 か ら 採 
用 され た “ 禅 の スピ リッ ト を 継承 し な が ら 、 不 擁 不 屈 の 精神 、 七 転び 八 起 き 、 
縁起 物 と し て “達磨 を コン セプト と する 。 

2020 年 に 向け て は 、 す で に TOYOTA GAZOO Racing の モー ター スポ ー ツ 
活動 計画 の な か で 発表 され た と お り 、 影 山 正 彦 監督 の も と 新 田 守 男 と 阪口 晴 南 の 
コン ビ を 継続 。 レ クサ ス RC F GT3 で 戦う こと も 変わ ら な い が 、 新 た な 武 右 と 
し て 昨年 まで の ブリ ヂ ス トン タイ ヤ に 代わ り 、 ダ ン ロ ッ プ タ イ ヤ を 使用 する こと 
央 が る 。 


放 /2gg 59077-y 


AITV3J MSVd 生生 


2019 年 シー ズン は 最終 戦 ま で タイ トル 獲得 の 可能 性 を 残し な が ら も 、 選 手 権 2 位 に 終わ っ た K-tunes。 
速 さと 安定 感 の ある ライ ン ア ッ プ を 維持 し 、 戴 冠 を 狙う 。 


新型 コロ ナウ イル ス の 影響 大 
関 時 鈴鹿 で の イベ ント が 複数 延期 に 


Text : autOSDOrt web 


鹿 サ ー キ ッ ト は 3 月 2 日 、 新 型 コ 

ロナ ウイ ルス の 影響 を 踏ま え 、4 
月 4、5 日 に 開催 予定 だ っ た 2020 年 シ 
ー ズ ン の スー パー フォ ー ミ ュ ラ 開幕 戦 
[2020 NGK ス パー ク プ ラグ 鈴鹿 2&4 レ 
ー ス ] を 延期 する と 発表 し た 。 新 た な 日 
程 は 決定 次 第 、 改 め て 告知 され る 。 サ ー 
キッ ト は 今回 の 決断 に つい て 「 お 客 様 、 
ライ ダー、 ド ライ バー、 関 係 者 の 皆様 の 
安全 ・ 安 心 を 最 優先 に 考慮 し 、 開 催 延期 
を 判断 いた し まし た 」| と 説明 し た 。 


に 、 3 月 21、22 日 に 予定 され て いた スー パー 
耐久 シリ ー ズ の 開幕 戦 鈴 鹿 5 時 間 の 延期 も 発表 
(代替 開催 は 11 月 21、22 日 )。 な お 、 各 種 チ ケ 
ッ ト の 払い 戻し に 関し て は 、 サ ー キ ッ ト の ホー 
ムペ ー ジ 上 に て あら た め て 案内 が ある と いう 。 


すず 末 :. ゃ も 


7070』 


アロ ン ソ 、 イン ディ 500 参 戦 決定 
トコ 今回 も マク ラー レン と と も に 臨む 


PULLLLUUIETLLTPUULMLLLUUHUIULLLUILLLLLLLLUIILLLLLLUUILUPUIUUILULLLUIELULIUILUILUULULLILUUULLLULUUEELILLULLUIELUILLITT 


Text : autOoSDort web 
の 月 25 日 、 フ ェ ル ナン ド ・ ア ロン ソ が 2020 年 の イン ディ アナ ポリ ス 500 
に アロ ウ ・ マ クラ ー レ ン SP か ら 出 場 す る こと が 発表 され た 。 

2015 一 18 年 に マク ラー レン ・ ホ ンダ か ら F1 に 参戦 し て いた アロ ン ソ は 、17 
年 に は マク ラー レン ・ ホ ンダ ・ ア ンド レッ ティ か ら 、19 年 に は マク ラー レン ・ 
レー シン グ か ら イ ン デ ィ 500 に エン トリ ー し た 。 17 年 に は 最終 的 に エン ジン ト 
ラブ ル に より リタ イア し た も の の 、 一 時 トッ プ を 走る な ど 活 躍 を 見 せ た が 、19 
年 は 予選 落ち を 喫し 、 レ ー ス に 出る こと が で きず に 終わ っ た 。 

マク ラー レン は 今年 、 ア ロウ ・ マ クラ ー レ ン SP と し て 、 フ ブル タイ ム で シン リー 
ズ に 参戦 する こと が すでに 決ま っ て いる が 、 ア ロン ソ は イン ディ 500 の み 参 戦 す 
る 3 台 目 の マシ ン を 走ら せる 。 な お 、 ア ロン ソ は F1 で の 活動 を 終え た 後 も マク 
ラー レン の アン バ サ ダ ー を 務め て いた が 、 そ の 契約 は すでに 終了 し て いる 。 

アロ ン ソ は 「 イ ン デ ィ 500 に 関し 選択 肢 を 探る な か で 、 ア ロウ ・ マ クラ ー レ ン 
SP は 常に その 選択 肢 の 上 位 に あっ た 」 と コメ ント 。「 マ クラ ー レ ン と の 間 に は 特 
別 な 関係 が ある 。 だ が それ だ け 


の すでに モナ コ GP と ル ・ マ ン 24 時 間 は 制 し "トリ プル クラ 
で な く 、 新 た な 組織 が シボ レー ウン" 達成 を 目指 す ア ロン ソ 。 ス ポッ ト 参 戦 で 果たし て イ 
と の パー トナ ー シ ッ プ の も と に 


ン デ ィ 500 制 罰 は 狙え る の か 。 
強力 な パッ ケー ジ を 開発 し て い 

る こと に 強い 印象 を 抱い て いる 。 
この チー ム に は 、 こ の プロ ジェ 
クト に ふさ わし い 経 験 豊か な ス 
タッ フ が そろ い 、 リ ソー ス も 豊 
富 だ 。 僕 ら は 高い 競争 力 を 発揮 
で きる も の と 確信 し て いる 」。 


の の 


REAL RACING が 参戦 休止 
還 語 2021 年 の シリ ー ズ 復帰 目指 す 


FFCCCTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTETFTELTTTETEETTTTELLLLEPLLLLLEEELLLLELELLLLPLELELLLLLLPLLULLEEELLLLLTEELULTELELLLLELLLLLLLLLLLLLELLLULLELLLLLTEELELLLLLELLLLLLELLLLLELLLLLLLEELLLLTEFLLT 


Text : autOSDort web 
R EAL RACING が 2 月 27 日 、 チ ー ム 公式 ホー ムペ ー ジ 上 で 今季 スー パー フ 
ー ミ ュ ラ (SF) へ の 参戦 を 休止 する と 発表 。2021 年 の 復帰 を 目指 す 
と と も に 、 今 李 は ホン ダ NSX-GT で 参戦 する スー パーGT に 全力 を 注ぐ と し て いる 。 
昨季 は 開幕 戦 鈴鹿 で トリ スタ ン ・ シ ャ ルパン ティ エ を 、 第 2 戦 オ ー ト ポリ ス か 
ら は 塚越 広大 を 起用 し て シリ ー ズ を 戦っ た REAL RACING。 今季 に 向け て も 1 
台 体制 で エン トリ ー し 、 ホ ンダ エン ジン 勢 の 一 細 を 担う は ず だ っ た 。 し か し 、 そ 
の ドラ イ バ ー に つい て は 3 月 9 一 10 日 に 第 1 回 公式 テス ト が 迫っ た 状態 に も か 
か わら ず 、TBA (後日 発表 ) と され て いた 。 
同 チ ー ム の 参戦 休止 に より 、 今 季 の SF は 全 20 台 で 争わ れる こと に な る 。 


チー ム は 日 本 語 と 英語 で 声明 を 発表 。「 来 シー ズン 全日 本 スー パー フォ ー ミ ュ ラ 選手 権 の 舞台 に 復帰 
し 、 皆 さま か ら の ご 声援 を 頂け る よう 準備 し て 参り ます 」 と し た 。 


ー ウ ェ イ 


> 


ハ 
ト 


エイ ドリ 
| How To BUlLD ACAR | 


日 本 版 、 予 約 受 付 中 


剛 忌 公 1 に SAS し 加 委 明 S ”“ 


骨 帳 ロ 加 っ" 選択 jp 訪 べ し っ 
N9 っ 0 NG や る ら トミ て へ ハ ・ や ホ へ 瑞 
1J つ 妃 表 証 は いっ じ し 腸 0 丸 JJFJQ し 中 
公 当 H60 レ つ Hen7 や 本 8 日 ロー 
ゞ 公 中 も て へ つ 妹 司 唱 瞳 じ し 電 換 っ ) 
つや 避 1 て トー マー も し” NG 普 壮 忠 
飛 全 ぐ 科 つ QS で ne” 将 て 6G 口 鍋 IN マ 
ふ ー 公 っ ) 信 0 りつ 心 会 記し 区 公 で 
忍 層 咽 せ 日 ロー トマ で 6G べ 医 公 じ 
っ h@G 公 ” 移 玉 Q 公 ジン 上 明 座 を っ" 
つ 公 つつ ^JG 語 SN っ )′ 秒 明 3 評 
mo で 芝 で っ Jj*o で レス っ hG 志 公 7 
中 っ や へ や へ ハ 心 じ 壮 寺 S 朋 で S 令 
< 邊 ひっ 衣 や 競合 で 8 いっ 
けり 土 藤 つ レ っ hot で 補 除 鷺 鶴 わ 層 で 


レ つ en? [ 画 和 に 3 ゃ 7 JJG 品 間 必 he 花 7 
褒 $ 世 G 且 s 守 neteG ロ 抽 羽 Ne 」J7 


1 リーH マ て やせ 酢 公 本 叶 SO で で っ 
了 rS リ ^ 円 9 や 未 中 村 he? ロー 
mH て 6 崩 し "に ーー の の すさ 紀 6 凡 所 ワ 
いう し 有明 QS で 丸 )J)) WS で 東和 欄 名 玉 ト J 
っ 3 掴 沈 全球" 

[トミ て ハ 6 幸 避 い うじ し” 虐 @ 曳 衣 
半 軍 つ 全う っ 心 風 配 や つき つ 3 爺 
Sit@” NHKS| ロー 
H て 3 上 い (YG 押 せ ” 抽 る 疾 幅 し 
里 人 し まつ っ )? や つじ し [mtG 
副 坦 明け で ひし" 継 公会 選 思 紐 幸 
伝 得 NO16OSIJ ュ J 和 で ろう) 軌 公 | 
| 皿 G 会 計っ Nei ト 下 そ ハ ホ ー さ 6 滝 公 


会 局 G 詳 証し 7K 選 必 hG 紀 直人 更 で " 


NG77 く KG 坦 虹 う つじ 総会 全 慰 罰 公 や 
つ で SS うっ!J っ JS 肥 お くべ で の で NO 公 | 
ー ふ ペー ペー ハ へ や G 財 由 志 お 上 っ 
< ぐる SOG 押 証 けり 表 つ し "00 
っ J 民 師 セ AG 軍 思 地 刺 で 36 4Q 人 SS うっ) 


由 
る 
ご ` 


き sMHS4dHJTI 


田 ジ エー し 史 シン G ペ ーー ミ 史 量 喧 JJf ト 皇 王 トー ドー スト へ ロー ロマ て 
祥 6 押 牌 し せ 暫 で Q き せ キ トロ 0 うし ト J で し 前 Q で SS 公 0 の 丸 案 李 全 堅 公 で し っ NG 
QiIh マ NKKa っ JImeteG37 心 そ テト く 人 KK 表 G7 ShQ 抹 凡 


Text : 式 穫 骨 ト (Motoko Mizutani) 


3 や っ 尽 い レス っ ie? 2 で 3) 竹内 つ レ 
Jp 尽 公 会 環 Ne 眉 科せ 交 ご "| 選 
に 圏 っ 司 吉 赴 C し ゃ 総 け や 初 凌 や で 人 
っ ]” app^ 由 で し 会 Q 軌 虹 了 
し リリ 尽 公約 移っ J セ NTJ っ J1 は 3 セ 
て レ ユ つい く ふ 全社, 

器 李 6 周 謀 9 エー 関羽 NG や 6 
2JSSN0 6 の SS 翼 玖 直 式 師 つ し 書 日 
ーー て し oe SIG 虹 鶴 じゃ 映 式 軍 
し ST ハイロー ミ し XS っ ト J ュ っ) 
っ ? 公選 比 Ke 妃 S り 据 つ ン SN@ ミ 
ー ミ リ 舞 夫 つい CO や NG 棄 如 SS 己 加 
GS ヒ レト 姜 区 東 い お レ う ン " SN@ ミ 
ー ミ リ 喜 O し 心 て そく さっ) 鯉 っ <mnK モ 
ー ハ リロ 宙 っ し "円 ぶ 宮 ぶ っ 心 革 ⑱ け 
3 坦 選 会 さ うっ? エーG て へ つじ し 貝 吸 

NG 


灸 っ や こく ーー・ 日 いい K そ へ 史 穫 つ 
し 丸 思 交 間 ひ お し 細 公 唱 記 
革 つ 妃 筐 記 | つう nl 様 NN で や 


Photo : 共 ー ミ - ト へ ハ へ つ ・R ド RYH (Paul-Henri Cahier) 


た 6 
9 
よ 6 
23 
4 
ォ リ 
昌 


半 


NIIGSSY ゃ hy や SESIEDe3IEIESEn3a い 9 
避 全 中 nte” で し pmtRS さ 7 ト J 
で 五 ン レト kJ で せ 衣 思っ 心中 応 
全 得 で ” 記 世 つつ や 心 つ 妃 所 で 人 K)* 
泉 い 0 し うし や 叱 つ ょ JJ] 旬 On) や 國 
で S 公 0 刀 り っ 心 掴 万 民 会 寺 N@" リン 
けり ヤ エト G 幅 庄 -OSte 遇 中 け 8” 
べべ や ぐつ 人 S し っ net6 の 計 電 


装 全 mto” ズ 証 せ 衣 つめ や HTT 会 坦 で " 


陸中 YO で NoG ゼ 素 拉 GS)J ュ っ )433 り 庄 信 人 
公 ぐ ト TJ で し レ h HI ホー つく G 直 藤 名 
未 つ や 公 り で 志 で つい 唱 や や 
G 己 羽 会 で "この の ぐさ 吐く て 
へ @/ く 日 ミ ・ ハ ロー ドル く 会 下心 
へ 回 て イ ロー ミ 志 思 つ し っ teG 
む 訪 背 っ きっ いや 回 つじ し う 8? あ 
周り ロ い HI トー ジ SQG 具 っ 史 男 8G 
3 で 82J 吐 忠 応 玉 6 うっ の 077 


Ma 
こ HH さ + 地 骨 所 杜 N0 で や に エミ て ハ ぐ 
に 2 


ン 


G [忠志 ロ 還っ JOG で ロロ 遇 で で 丸 」 
公 2Q48JIDQT 届 時 さい と Tn さ 和 窟 事 
け 質 っ し 公 Q^ 針 や さい 日記 ー ユ てく 
会 穫 全 CAGp て 和 く し G 地 民 
胡 凡 ロ つ 記 っ う 人 8 むし せる ジン | 画 義 添 
妃 壮 々 SG 「 る Q 人 SW| 会 hHIhー ユ 
6 了 因 杜 紀 つ 閉じ は 6 で し | 災 寺 で し 
JJ) く G 罰 て べ 虹 協 明 公民 0 2 っ 6 
し ゃ Ss っ 信昭 0 レ つ 6 の" 

挑 雪 ので 妃 展 守 jpS で 8 日 ロ ー 
H て 公 融 中 つつ" で 名 リー で に 
く ふ へ ター と 8 で RY トト や 壮 
っ ” つぐ Q 父 諾 槍 全 で 5 っ 岩 に 革 
し 6G 赤 涙 革 唱 味 全 稚 っ JpS で 3 
8 ン ロ ハ ヘイロー さや で さ 穫 キー 
ト IJN 公則 捉 府 森 つ レン で IGTJ っ JpS 
NO っ 所 は 線 図 回 り 編 氏 交 覇 0 レ うっ 
el ロー て で” IE 証 H6N0 つ ) 宗 図 
誤 全 Q 誠 で し | 義 G ロ ー リ ーJUK 選 
^ ィ トド 革 器 必 Ne" エキ エト 史 咽 | 


所 23 お くく 訓 っ Jp 則 陣 つ セ 和 し 
6 で ン 岡 公 悪人 さっ 「 い ロマ ペー 


K・hLHN」| 還 で 8『J っ Jp 地 抽 つ 
レ し Sie” NG 選 " 宮上 4n8" で 
GS や ふつ し:p 基 編 で 3” 履 全 回 ご 環 人 
No+6n い 4? 

陽 六 吾 映 JJMU 由 唱 雪 つじ 日 ロ ー 


H て 6 唱 mG 過 由 虹 時 c っ JJpllImSNo“ 


ミー ミ 9 札 応 序 写 中 い 記 トマ 
ト 距 区 ご pe? 隔 0O86 で ロ 薬 起 つ 
3 さっ m4qmG^ 尼 公 雷 写 SC で し っ ie@G 
信人 0 志 Se” 配 内 丈 諾 表 屋 No)” 
G 民 喉 せく て か や G 尊 財 唱 路 
で h6? 窟 刀 公 政 衣 人 弧 じ し じゃ 民 民 * 
で It@  K リ ー ン 迫 心 拓 里 せ 臣 8? 
Ho し っ で 80 Nu いしゃ SS っ kJAJG 
心 会 っ 6G 全 0 NG 臣 束 や せ 醤 っ 


42 


し SN05 日 ロー 昌 て や 咽 下 の つつ 
者 時 し 半 虹 つ S 会 0 ペー て ホー ヽ ) 
4KRO 如 で 雇 選 刀 で FSJp 更 馬 全 で 
ご 固 宣 所 記 で つ S 公 <Q 出 凡 場 レ 
$%.Q8” 所 軒 下 農 並 " 男 扇 局 く K 祥 ぐ 
洒 員 出 辿 せ 目 rQ で NO DS っ うっ) 
還 C 6nD” 吉 藻 吾 S 刊 昧 唱 撮 公 で 
し つも 心 震 し jpSNOGS8AOO? ぶ G 
過 幅 公 半 珈 信 遇 計 則 介し SNe つつ し :p7 
や 6 臣 史 租 で 刻 teJ′ 則 っ 抽 村 
に IO つや や の 稔 所 会 仙 ご "FTJG 叫 
っ 忌 p 壮 届 避 画 %0 し っ Ne7 paQQ で 7 
1 ローH そ けい し 義信 で ょ JJ で 
で むし ば で ンド HH リロ ー 心 G 貴 慰 せ 
ぷ GI 無 し 明 人 シン ン パレ っ hn 6 で 7 
尿 編 を SID 半 OTJ 8 お し や や っ や G 
公 !JG 選 8 崩 信 で し っ ぃ Q ュ J 四 3? 


と 
8 Na 
rr 
イベ 、 〇 ※ 
< 
) ) HK 羽 
1 三 ) S 
| | 
ロ プ R 
中 四 S 韻 記 
@ 計 | 
ADS 后 秒 
ト | 時 着 
へ テ ヽ 界 
本: 着 3 
で KR へ 民 5 
革 H 二 基 避 は 
ゼ 
敢 
で で さと っ 
WS 調和 


人 慎 閑 定 
人 


43 


つ 
h 
ハ 
Se 
Es 
世 
邊 
つ ) 
か し 
所 
還 


2 ' め ー 


RT 3 
1 ビデ ビデ い - 


"? 


ラ 
は 
示 地 あり 


こ 復活 し た 


(e) 
舌 の スー プ フ 
岡村 神 弥 (Shinya Okamura) 
橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 


々 
々 
ん 


バ 
ドー 1 
し 

Text & Photo : 

Photo : 三 
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ルイ ス バス コ ン セ ロス @ Luis Vasconcelos 


Nationality : PORTUGAL 


Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo : Sutton 


今年 以降 の スト ー ブ プリ ー ク も 一 見 穏やか そう で す が ? 


優雅 に 泳ぐ 水鳥 の 足 


2020 年 シー プン に 向け て の ドラ イ バ ー 移 籍 は 少な か っ た 
今季 の オフ も 比較 的 穏やか な も の に な る と いう 声 が ある 一 方 で 


新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 (COVID-19) 
の 流行 が も た ら す 影響 は 、F1 関係 者 の 
間 で も いま 最大 の 話題 に な っ て いる 。 だ が 、 ご 
の 世界 の 人 々 は 「 そ うい う も の は いずれ 落ち 殴 
く か ら 大 丈夫 ] と タカ を 括っ て いる 。 こ れ ま で 
さま ざま な 危機 に 直面 し な がら 、 い つも その よ 
うな 態度 で 生き 延び て きた か ら で あ る …… o 

実際 、 シー ズン 初め の 2 戦は 開催 に 向け て 動 
いて いる 。 よ ほぼ ほど の こと が な い 限 り 、 オ ー ス ト 
ラリ ア GP の 最初 の プラ クティ ス が 始ま る ころ 
に は 、 誰 も コロ ナウ イル ス の こと な ど 口 に し な 
く な ちる て いる だ あう 。 そ し て 、 大 方 の 関心 は い 
つも の よう に 、 コ ー ス 上 で の 出来 事 と 、 舞 台 裏 
で の 交渉 へ 向け られ る こと に な る 。 

2021 年 に 向け て ルイ ス ・ ハ ミル トン が メル 
セ デ ス と の 契約 を 延長 する の は 確実 と 見 られ て 
いる 。 ま た 、 マ ックス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン は レ 
ッ ド ブル に 23 年 末 ま で 、 シ ャ ルル ・ ル クレ ー 
ル は 24 年 末 ま で フェ ラー リ に と ど ま る る と が 
決ま っ て いる 。 し た が っ て 、 ド ライ バー 市 場 は 
例年 と 上 比べ て 、 大 き な 動 き の な い 平 穏 な も の に 
な る と 考え る の が 自然 だ ろう 。 実際 、 今 年 末 に 
は トッ プチ ー ム に 3 つの 空席 が で きる 可能 性 が 
ある と は いえ 、 後 任 の 候補 者 は 限ら れ て いる 。 

エス テバ ン ・ オ コン が 今年 か ら 2 年間 ル ノー 
に 乗る た め 、 メ ル セ デ ス は バル テリ ・ ボ ッ タ ス 
か ジョ ー ジ ・ ラ ッ セ ル の どちら か を 選ぶ し か な 
い 。 4 度 の ワー ルド チャ ン ピ オ ン で ある セバス 
チャ ン ・ ベ ッ テ ル が マラ ネロ を 離れ る 場合 に 備 
えて 、 フ ェ ラ ー リ が | 買い物 リ スト | に 名 前 を 
載せ て いる の は 、 ボ ッ タ ス 、 ダ ニ エ ル ・ リ カル 
ド 、 ア ント ニオ ・ ジ ョ ビ ナ ッ ツィ の 3 人 だ け だ 。 
レッ ドブ ル の アレ クサ ンダ ー・ ア ル ボ ン に し て 
も 、 フ ェ ル スタ ッ ペ ン の 来 シ ー ズ ン の 僚 友 の 座 
を 争う 相手 は 、 ピ エー ル ・ ガ スリ ー と ダニ ー ル 
・ ク ビア ト 以 外 に は 考え られ な い 。 

つま り 、 波 乱 が 起き る 余地 な ど な い の で ある 。 
た だ 、 私 は そこ に 「 表 面 的 に は ]」 と つけ 加え た 
い 。 水面 下 で は 、 ま だ 多く の こと が 起き る 可能 
性 が 残っ て いる か ら だ 。 

想像 し て みて ほし い 。 ハ ミル トン が 今年 の ド 


パニ ッ ク 状 態 に 陥る 可能 性 も 充分 に は らん で いる 


ライ バー ズ タ イ トル を 勝ち 取り 、| 7 回 も 勝て 
ば も う 充 分 |] と 思っ た と し た ら 、 ど うな る だ ろ 
うか 。 あ る い は 、 新 契約 の オフ ァ ー に 不満 を 覚 
え 、 フ ェ ラ ー リ へ の 移籍 を 決断 する と いう 事態 
が あり 得 な いと も 言い 切れ な い 。 そ うな れ ば 、 
ドラ イ バ ー 市 場 は パニ ッ ク に 陥る に 違い な い 。 
メル セ デ ス の 空席 を 手 に 入れ よう と 、 フ ェ ル ス 
タッ ペン は 何と か レッ ドブ ル と の 契約 か ら 逃 れ 
よう と し 、 ベ ッ テ ル は 格安 の 条件 で 自分 を 売り 
込む だ ろう 。 ボ ッ タ ス は トト ・ ウ ォ ル フ に 長期 
契約 を 要求 、 また リカ ルド の よう に の 1 年 シ 
ー ズ ン の 契約 が な い ド ライ バー た ち は 、 先 を 名 
っ て レッ ドブ ル の ドア を ノッ ク す る は ず だ 。 

も ちろ ん 、 そ ん な こと に な る 確率 は 低く 、 私 
も ハミ ルト ン が まもなく メル セ デ ス と の 契約 を 
更新 する の は 間違い な いと 思っ て いる 。 だ が 、 
ドラ イ バ ー 市 場 に 大 混乱 を も た らし うる 出来 事 
は 、 他 に も 考え られ る 。 

た と えば 、 ホ ンダ が 21 年 限り で F1 か ら 手 を 
引く と 決め た 場合 だ 。 彼 ら が 今後 、 電 気 自動 車 
を 市 販 ロ ー ド カー の 主軸 に する 道 を 選ぶ な ら 、 
今 シ ー ズ ン の 成績 如何 に か か わら ず 、 そ うし た 
判断 に 至る 可能 人 性 は ある 。 そ うな る と 、 レ ッ ド 


ーー ク 思 


ee ヅ 
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ブル は 22 年 に は ワー クス PU を 失い 、 フェルス 
タッ ペン は 現 契 約 の 解約 条項 を 発動 させ て 、 
21 年 末 に は 自由 の 身 に な る こと が で きる 。 彼 
が 移籍 先 と し て 望む の は 、 ま ず メ ル セ デ ス だ ろ 
う 。 そ し て 、 フ ェ ル スタ ッ ペ ン 獲 得 の めど が つ 
け ば 、 ハ ミル トン の チー ム メ イト は 、 ボ ッ タ ス 
で あれ ラッ セル で あれ 、 1 シー ズン 限り の 「 つ 
な ぎ 役 ] と いう 立場 を 受け 入れ ざる を 得 な い 。 
で は 、 ワ ー ク ス PU と エー ス ド ラ イ バ ー を 同 
時 に 失う レッ ドブ ル は どう な る の だ ろう か 。 
22 年 シキ ズン に 向け て は す で ほ ウイリアム 
と レー シン グ ・ ポ イン ト に 加え て 、 マ クラ ー レ 
ン へ の 供給 も 決め て いる メル セ デ ス に は 、 顧 客 
リス ト に も う 1 チー ム を 加え る 余力 は な い 。 一 
方 の フェ ラー リ も 、 レ ッ ド ブル へ の PU 供給 に 
前 向き と は 考え に くい 。 か と いっ て 、 ル ノー と 
ヨリ を 戻す の は レッ ドブ ル と し て は 屈辱 的 と も 
言え る 。 八方 塞 が り に な っ た ディ ー タ ー・ マ テ 
シッ ツ は 、 所 有する ふた つの チー ム を 同時 に 売 
り に 出し て し まう か も し れ な い 。 

現在 の F1 は 、 湖 を 静か に 泳ぐ 水島 の よう な 
も の だ 。 落ち 着い て いる よう に 見 える が 、 水 面 
下 で は 何 が 起き て いて も 不思議 は な い 。 
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各国 モー ター スポ ー ツ 最新 事情 Lap.180 


F2 が 見 狂わ れ た "11 チーム 目 " と いう 不測 の 事態 


ロベルト ・ キ ン ケ ロ 


Roberto Chinchero 
FIA F2 や FIA F3 な ど 、 欧 州 の ミ ドル フォー ミュ ラ 
を メイ ン フ ィ ー ル ド と する イタ リア ン 。F1 も 取材 し 、 
R. ク ビ カ と の 親交 も 深い 。 


2017 年 か ら の 3 年 間 は 10 チ ー ム で 争わ れ て きた F2 だ が 、 今年 は ハイ テッ ク GP が 加わ り 、1 1 チー ム で 競 わ れる こと に な っ た 
| シー ト の 数 が 足り な い 」 と いう よう な 悲鳴 が 聞こ えて くる ほど 活況 を 呈し て いる この シリ ー ズ だ が 、 今後 の 参戦 チー ム 数 は どう な る の か ? 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : FIA F2 


FIA F2 ( 元 GP2 シ リー ズ ) が スタ ー ト し て 
0 の 、 名 0 用 GS ぐ ST Sm の 0 うつ 。 (0 に シリー 
ズ が 始ま っ て 以来 、F1 と の 直接 的 な 結び つき 
が あっ た お か げ で 、 こ の シリ ー ズ は 大 成功 を 収 
OSSIGAUICG さ つまり GE2IG 棚 月 放 現 
革 Ng (の この に 2 la に アウ ララ クウ 
プ を 果たし て きた の だ 。 

GP2 の 初 年 度 に は 12 チ ー ム の エン トリ ー が 
認め られ 、 シ リー ズ も 参戦 チー ム が 寄せ た 期待 
を 裏切ら な か っ た 。06 年 、13 番 目 の チ ー ム と 
し て 、 ト ライ デン ト が 新た に 参入 。 こ れ は 、 ン 
ー ズ ン 初 年 度 に 、 わ ず か な 疑い を 持ち な が ら も 
参戦 を 決断 し た チー ム を ざわ つか せる の に は 充 
分 な ニュー ス で あっ た 。 トラ イデ ント は 参戦 を 
計 き 0 た の が 二 05 相 の ノル リン こ シン ン | 2 
生 し た さま ざま な 初期 トラ ブル に 苦し め ら れ た 
チー ム と 比較 する と 、 マ シン を 購入 する 際 に 支 
払っ た 金額 は 高かっ た 。 

06 年 か ら 4 シー ズン に わた り 参 戦 チ ー ム 数 
は 安定 。10 年 に 一 度 12 チ ー ム と な っ た が 、 翌 
1 1 年 は 再び 13 チ ー ム に 戻り 、15 年 まで その 状 
態 が 続い た 。 そ の 後 、 こ の シリ ー ズ は 危機 的 状 
況 に 追い 込ま れる こと に な る 。 コ スト の 急騰 と 
ラー 二 に 記 コ アミ ルル シー 3.5 と いつ ウ ァ イィ イ バ ル の 和 在 
在 が 原因 だ っ た 。16 年 に GP2 参 戦 チ ー ム は 11 
還 戚 光る に 江 |/ 年 に は 10 す | 2 
エン トリ ー を 希望 する ドラ イ バ ー よ り も シー ト 
の 方 が 多い こと で 、 チ ー ム と 交渉 する 際 に ドラ 
ィ 人 人 三 の 廊 が 優 他人 WM (いる こと [オーガ カ ョ た 
イザ ー は 気づい た 。 さ ま ざ ま な 選択 肢 を 持つ ド 
ライ バー や マネ ー ジ ャ ー た ち は 、 な ん と か 契約 
を まとめ た いと 必死 に な っ て いる チー ム を 天 各 
練 2000 の NII0 Na の に 

FIA 傘 下 に 入り 、 名 称 が F2 に 変更 と な っ た 
17 年 以降 は 参戦 チー ム 数 を 10 に 制限 。 ま た 、 
ライ バル と な る シリ ー ズ が 消 減 し た こと も あり 、 
この シリ ー ズ は 再び 活況 を 呈す る よう に な っ た 。 
する と 、 ド ライ バー や マネ ー ジ ャ ー た ち は 、 次 


の) クー ラン に ンー トド 22 きる の の もり うに きめ き 信 
人 友 az ラバ て 0 リョ ラー20 5 リ /6 に ショ ーー で らい 
交渉 は か な り 前 倒し で な され る よう に な り 、“ 資 
金 全 額 持ち 込み と いう 条件 で 契約 が 取り 交わ 
され 、 チ ー ム も ほっ と 胸 を な で 下ろ し て いる 。 

この 傾向 が は っ きり と 反映 され た の が 、19 年 
の オフ だ 。 ク リス マス 休暇 を 迎え る まで に 、 

20 年 シー ズン の シー ト の 90% が 決ま っ て いた 
の だ 。 上位 チー ム の シー ト は 狭き門 と な り 、 契 
約 ま で に 時 間 を か け す ぎ た た め に 、 シ ー ト を 手 
に 入れ る こと が で き な か っ た ドラ イ バ ー も 出現 
人 二 4 の )0 2 の ル ルー ニク KN2 ロ ン (20 
ART で デビ ュー シー ズン を 送っ た 彼 だ っ た が 、 
2 年 目 に 他 の トッ プチ ー ム の 一 員 に な る チャ ン 
2 III ES 6 

F2 の オー ガ ナ イ ザー は 岐路 に 立た され た 。 

潤沢 な 活動 資金 持つ コロ シア 人 ドラ イ バ ー を シ 
リー ズ か ら 除 外す る の か 、 あ る い は 彼 を エン ト 
リー させ る た め に 11 番 目 の チ ー ム の 参入 を 認 
め る の か 、 と いう 決断 を 人 迫 ら れ た 。 決断 する 前 


に 、 オ ー ガ ナイ ザー は 新た な チー ム の 参入 に よ 
っ て 、 他 の チー ム の ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ に 
悪影響 を 与え る こと が な いか どう か 、 ド ライ バ 
ー 市 場 の 状況 を 確認 し た 。 そ し て 、 す べ て の チ 
ー ム の 体制 が 固まっ て いる こと が 分 か る と 、 マ 
ゼ ピ ン の 父親 が 共同 オー ナー を 務め る ハイ テッ 
ク GP の 参入 を 認め た 。 

ハイ テッ ク の エン トリ ー は "20 年 の み 有 効 " 
と され た 。 こ れ は 全 チ ー ム が 合意 し た 3 年 間 の 
契約 が 今年 で 終了 する た め だ 。 そ し て 、 今 年 の 
夏 に は 来 シ ー ズ ン に 向け て どの チー ム の 参戦 を 
許可 する か が 検討 され る こと に な る 。 つ まり 、 
新規 参戦 を 認め る と いう 今回 の 措置 は 20 年 限 
定 で あり 、21 年 の 新た な エン トリ ー リ スト を 
作成 する に あたっ て 、 万 が 一 撤退 する チー ム が 
出 た と し て も 、 再 び 新 参戦 チー ム を 募る こと が 
で きる と いう こと だ 。 予想 外 の 出来 事 が 起こ ら 
な 0 限り 0 三代 < 説 わ れる に と に 2 る だ 
ろう が 、 運 営 側 と し て は 今回 の よう な "不測 の 
事態 は 断固 と し て 防ぎ た い だ ろ う 。 


今年 は か つて FIA F3 ヨ ー ロ ピア ン 選 手 権 を と も に 戦っ た ハイ テッ ク GP か ら F2 に 参戦 する ニキ ー タ ・ マ ゼ ピ ン 。 バー レー ン で の テス ト 
で は 、 最終 日 の 午後 の セッ ショ ン で 6 番手 タイ ム を 刻ん だ が 、 同 セ ッ シ ョ ン で は 僚 友 の ルカ ・ ギ オッ ト が トッ プ タ イ ム を マー ク し て いる 。 


な て 寺 ) ある 明 . 提 3 モー クタ ディズ スト 半 と 


全日 本 MS 会 議 
( 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 


映画 | フォ ー ド vs フェ ラー リ | は 大 変 な 人 
気 と な っ た 。 モ ー タ ー ス ポー ツ に 関し て ふだん 


は 口うるさい ほど に 批評 精神 吐 盛 な 矯 人 で すら 、 


手放し の 褒め よう だ っ た 。 そ れ で ば ぼく も 楽し み 
に 映画 館 へ 向かっ た の だ が …… あれ ? 

念 の た め に 確認 し て お け ば 、 こ の 映画 は 
1966 年 の ん ・ マ ン 24 時 間 で 展開 し た フォ ー ド 
と フェ ラー リ の 死闘 が テー マ に な っ て いて 、 映 
画 の な か に は 当時 の レー シン グ カ ー が ウヨ ウヨ 
登場 する 。 撮 影 の た め に 作ら れ た と いう 精巧 な 
レプ リカ は ほれ ぼれ する よう な 出来 で 、 映 画 と 
は 別に その レプ リカ を 見 学 し た く な る ほど だ 。 

その 他 、50 年 以上 昔 の サー キッ ト や レー ン 
ング ガレ ー ジ も 念入り に 再現 され て お り 、 1 本 
の 映画 に これ だ け お 金 と 手間 を か けら れる アメ 
リカ の 映画 界 が 本 当 に うら や まし く な っ た 。 

KGh30 計 ya 
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wm ) フォ ー ド vs フェ ラー リ に つい て 


そう いう 映画 の 外 枠 に つい て は 心底 感服 し た 
けれ ど 、 じ つ は ば ぼく は 映画 の ドラ マ の な か に は 
どう し て も 入り 込め な か っ た 。 そ の 挙げ句 、 途 
中 、 居 眠り まで し て し まっ た の だ っ た 。 

な ぜ か と いえ ば 、 主 人 公 の ひと り で ある レー 
シン グ ド ラ イ バ ー の ケン ・ マ イル ズ の 描き 方 が 
か な り 残 念 だ っ た か ら だ 。 

マイ ルズ は レー ス 中 、 ラ イ バ ル に 打ち 勝つ た 
め に 追い 上 げ 追 い 越 そう と 自分 に 気合 い を 入れ 
る わけ だ が 、 そ こ で 何 を する か と いう と 、 ス ト 
レー ト で は 思い 切り アク セル を 踏み 込み 、 コ ー 
ナー で は 激しく シフ トレ バー を 扱っ て ギヤ チェ 
ンジ を する の だ 。 そ うす る と マイ ルズ の 乗っ た 
マン ン は 急激 に ペー ス を 上 げ て ライ バル 車 に 追 
いつ き 、 追 い 越 し に 成功 する 。 

(ああ 2 二 ら 思わ が た の 2 の 0 ドライ 0 て が 
目 を 吊り 上 げ て ステ アリ ング や シフ トレ バー や 


ペダ ル を 激しく 操作 すれ ば クル マ が グン と 速く な 
る と いう 流れ は 、 あ まり に も 雑 な 描写 で は な いか が 。 
あえ て 言う な ら ば 野球 マン ガ に 魔球 が 登場 する み 
た いな も の で 、 マ ン ガ な ら OK だ けれ ど 、 フ ォ ー 
ド と フェ ラー リ の 死闘 を 史実 に 基づい て 描い た と 
いう 触れ 込み の 映画 が これ を や っ て し まっ て は い 
か あめ 5 

全編 の な か で 、 こ うし た 乱暴 な 描写 は ご く 一 部 
だ 。 で も と て も 大 事 な ン シー ン で は ある 。 ば ぽく は 、 
お そら く 脚 本 家 は 、 本 当 の レー ス を 知ら な い 一 般 
観客 が 分 か りや すい よう に 、 物 語 を 盛り 上 げ よ う 
と し た の だ ろう が 、 逆 に ぽく は この シー ン を 見 て 
| ああ 、 結 局 何 も 分 か っ て くれ て いな いん だ な ] 
と 一 気 に 興 ざさ めし て し まっ た 。 そ し て 眠り の 世界 
へ 誘わ れる の だ っ た 。 

被害 妄想 と 言わ れれ ば それ まで 。 レ ー ス に 対す 
意固地 な こだわ り ゆ え に せ っ か く の 名 作 映 画 を 
楽し め な か っ た と すれ ば 、 ぼ ぽ ぼく は も の すご く 損 を 
じ 入 53 の 二 z さ 6 や 仕 訪 が な)。 

あの シー ン を 除け ば ( 寝 て いた 約 15 分 間 に ど 
ん な シー ン が あっ た か は 分 か ら な いけ れ ど ) 本 当 
に 丁寧 に 、 し か も お 金 を か け て 徹底 的 に 作り 込ん 
だ 映画 だ と いう こと は 分 か る の で 名 作 だ と いう 評 
価 に 異論 を 唱え る 気 は な い 。 未 見 の 方 は 、 ま た が 劇 
場 で 氏 賞 する こと も 可能 な の で ぜひ ご 覧 に な る ベ 
みみ の 8 に 
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Text : auto Sport Photo : XPB 


MLJ 還 Wig 
Bahrain 6GP 


| F1 第 1 戦 | バー レー ン 


ULF A/R 
ーAURAUN 
メー や ] ナ 


| | 帰っ て きた 最強 フェ ラー リ ]|。10 年 前 の F1 開 

| 幕 戦 、 姉 妹 誌 IF1 速報 ] の 表紙 コピ ー で ある 。 

L この 年 は 、 前 年 王者 ジェ ン ソ ン ・ バ トン の 移籍 ( ブ 
ラウ ン GP 一 マク ラー レン )、 ミハエル ・ シ ュー 
マッ ハー の 復帰 、 そ し て アロ ン ソ の フェ ラー リ 移 
籍 と ビッ グ クト ピッ ク が 満載 。 開 幕 戦は PP を 獲得 
し た レッ ドブ ル の セバス チャ ン ・ ベ ッ テ ル の 流れ 
填 う た だ が 、 ギ ンジ ント ラブ ル に より レー ス る 失う 5 
和 00395 の 回 隊 2 ジ と マッ リサ に ある の 0 ョ ラク の 
ン ・ ツ ー が 成し遂げ られ た 。 こ の 年 、 タ イト ル 争 


い は 大 混戦 。 最 終戦 まで 4 人 が 可能 性 を 残し た が 、 フェ リ ペ ・ マ ッ サ フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ ルイ ス ・ ハ ミル トン 
ベッ テル が 史上 最 年 少 で 戴冠 と いう 結末 に 。 [ FERRARI ] [ McLaren Mercedes ] 


[FERRARI ] 


ん 
ヵ 0 
4 アア も ト 
0 ィ ・ で ) ー 8 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 
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黄 記 りり ゴ e 駐 議 1 MP1 クラ ス に 参戦 し て 
作る レラ レバ リラ ポン レン ンク が 人 き 入 6 
月 に 開催 され る 今季 最終 戦 し ・ マ ン 24 
時 間 を も っ て 、 す べ て の レー ス 活 動 を 終 
了 す る と 発表 

国 記 // ゴ e 王 議 2022 年 か の ら の LMH ク ラ 
ス 参 戦 を 目指 す プ ジョ ー が 、 パ ー ト ナー 
の レベ リオ ン ・ レ ー シ ン グ の 活動 終了 を 


受け て 声明 を 発表 。 同 チー ム の 撤退 後 も 、 


プロ ジェ クト を 変更 する こと な く 推 進 し 
て いく こと を 明らか に 

還 記 (/ ゴ e 久 議 プジョー が LMH ク ラス へ 
の 参戦 に 向け 、 リ ジェ と パー トナ ー シ ッ 
プ を 結ぶ 方 針 で ある と の 報道 


2/14 rf 
幼生 議 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン SS2 
ー4 が 行なわ れ 、 ト ヨタ の エル フィ ン ・ 
エバ ンス (トヨ タ ・ ヤ リス WRC) が 総 
合 ト ッ プ に 。 2 番手 に オ ィ ッ ト ・ タ ナッ 
ク (ヒュ ンダ イ i20 クーペ WRC)、3 番 
手 に カッ レ ・ ロ バン ペラ (トヨ タ ・ ヤ リ 
ス WROC) 


| オー トス ポー ツ 」 No.1525 発売 
2/15 sat1 


FE 第 4 戦 メ キシ コシ ティ パ 
ナ ソ ニッ ク ・ ジ ャ ガー・ レ ー シ ン グ の ミ 
ッ チ ・ エ バン ス が 優勝 。 2 位 に DS テ チ 
ー タ ー の アン トニ オ ・ フ ェ リ ックス ・ ダ 
・ コ スタ 、3 位 に ニッ サン e.dams の セ 
ウラ ョ 90 ジラ で 
琴 記 (< 議 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン SS5 
227 IO の 人 われ 生生 バンス が 松 告 
トッ プ を キー ブ プ 。 2 番手 に タナ ッ ク 、3 
番手 に セバス チャ ン ・ オ ジ エ (トヨ タ ・ 
ヤリ ス WRO) 


2/16 [sun1 
te 罰 較 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 
SS18 が 行なわ れ 、 エ バン ス が 優勝 。2 
(la の 2 の 2 計 SDAlSIEUN ベラ 
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還 是 りり / ゴ e 世 識 2020/21 年 シー ズン より 
LMH ク ラス へ の 参戦 を 目指 し て いる ア 
スト ンマ ー テ ィ ン の 計画 が キャ ン セ ル さ 
れる 可能 性 が 浮上 し て いる と の 報 道 
義 e 世 議 グル ー プ PSA モータ ー ス 
ポー ツ の 代表 を 務め る ジャ ン - マル ク ・ 
フィ ノー、 プ ジョ ー は LMDh プ ラッ ト フ 
ォ ー ム の 技術 規定 の 内 容 に よっ て は 
LMH か ら プ ログ ラム を 切り 替え る こと 
も 検討 する と 明か す 


2/19 wed 

F1 プレ シー ズン テス ト @ バ 
ル セ ロ ナ 1 回目 初日 メル セ デ ス の ルイ 
ス ・ ハ ミル トン が この 日 の 総合 トッ プ タ 
2 を ニク 
国 量 / ゴ * 世 議 アス トン マー ティ ン 、 開 
発 中 の ハイ パー カー 「 ヴ ァ ル キリ ー」 で 
の LMH ク ラス 参入 を 延期 する と 発表 。 
今年 1 月 に ACO と IMSA に よっ て 合意 さ 
れ た “LMDh" プラ ッ ト フ ォ ー ム の 登場 
を 受け て 、 こ の プロ グラ ム を 延期 する こ 
と を 決定 
画 ヨ gi: 凡 電動 ソー リン グ カ ー カ テ 
ゴリ ー で ある ETCR マ シン を 用 いた シリ 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 3 月 8 日 (日 ) 時 点 の も の で す 


ー ズ 「PURE ETCRl の 開催 概要 が 発表 。 
2020 年 は お 披露 目 と プロ モー ショ ン を 

兼ね ち た プレ シー ズン に 位置 付け られ 、 メ 

ー カ ー と ドラ イ バ ー の タイ トル が 掛か る 

本 格 的 な チャ ン ピ オ ンシップ は 2021 年 

か ら 開 催 へ 


2/20 mu 

F1 プレ シー ズン テス ト @ バ 
ル セ ロ ナ 1 回 目 2 日 目 アル ファ ロメ オ 
の キミ ・ ラ イコ ネン が この 日 の 総合 トッ 
プ タ イ ム を マー ク 


2/21 [fn 
F1 プレ シー ズン テス ト @ バ 

ル セ ロ ナ 1 回目 3 日 目 メル セ デ ス の バ 
ル テ リ ・ ボ ッ タ ス が この 日 の 総合 トッ プ 
(42 ョ の 
芋 ゴ e 巴 較 TOYOTA GAZO0 
Racing の テク ニカ ル ・ デ ィ レ クタ ー を 
務め る パス カル ・ バ セロ ン 、 同 陣営 が 
LMH プロ グラ ム を 予定 どおり 継続 する 
こと を 明言 

EVENT 3 月 7、8 日 に 鈴鹿 で 開 
催さ れる 予定 だ っ た 『 モ ー ス ポ フ ェ ス 
2020 SUZUKAl] の 中 止 が 決定 


2/22 st 


功 記 ev 軒 第 5 戦 CoTA 予選 レベ リ 
オン ・ レ ー シ ン グ の 1 号車 レベ リオ ン 
団 和 8 ウシ ンク アル ニン: カノ クス 
タ ボ ・ メ ネ ゼ スプ ノル マン ・ ナ ト ) が ポ 
ー ル ポジ ショ ン を 獲得 


2/23 rsun 

国 記 中 ゴ e 衣 較 第 5 戦 CoTA 決勝 レベ リ 
オン ・ レ ー シ ン グ の 1 号車 レベ リオ ン 
R13・ ギ ブ ソ ン が 優勝 し 、 今 季 2 勝 目 を 
ニー ミク ん 


2/24 [ rmnon ] 

FE 今季 シリ ー ズ に 参戦 し て 
いる 12 チー ム が 、 シ ー ズ ン 7 に 導入 さ 
れる 「Gen2 EVO』」 の コン セプト リバ 
リー を 公開 


2/25 rten 


黄 量 ゴゴ e 世 識 アス トン マー ティ ン ・ レ 
ー シ ン グ 社 長 の デイ ビッ ド ・ キ ング 、 

LMDh の 登場 に より GTE Pro ク ラス の 
将来 は [挑戦 的 な も の に な る 」 と コメ ント 
SRO モー ター スポ ー ツ ・ 
グル ー プ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡 
の の 00 の 26000!G 昨 
ワー ルド チャ レン ジ ・ ヨ ー ロ ッ パ 開幕 戦 
が キャ ン セ ル と な っ た 場合 、10 月 9~ 
11 日 に スペ イン ・ カ タロ ニア で の レー 
ス を エン デュ ラン スカ ッ プ 最終 戦 と する 
な どの 対応 計画 を 公表 


2/26 [weda] 
F1 プレ シー ズン テス ト @ バ 
ル セ ロ ナク 2 回 目 初日 アル ファ ロメ オ の 
ロバ ー ト ・ ク ビ カ が この 日 の トッ プ タ イ 
ム を マー ク 


2/27 tu 
F1 プレ シー ズン テス ト @ バ 
中 る 上 回目 2 ョ ンー リ (の) 6 


バス チャ ン ・ ベ ッ テ ル が この 日 の トッ プ 
タイ ム を マー ク 

SE REAL RACING が チー ム 
の ホー ムペ ー ジ 上 で 、2020 年 の 参戦 を 
休止 する こと を 発表 。 今季 は スー パー 
GT GT500 ク ラス に 集中 し 、SF に は 21 
年 か ら の 復帰 を 目指 すこ と も あわ せ て 明 
ら か に 


2/28 fin 
F1 FIA、 フ ェ ラ ー リ が パワ ー 
ユニ ッ ト の 規則 違反 を 犯し て いる の で は 
な いか と いう 疑惑 に 対し 、 調 査 を 終え た 
こと 、 さ ら に フェ ラー リ と の 間 で 合意 に 
達し た こと を 発表 。 そ の 詳細 は 明らか に 
され ず 
F1 プレ シー ズン テス ト @ バ 
ル セ ロ ナ 2 回 目 3 日 目 ボッ タス が この 
日 の トッ プ タ イ ム を マー ク 
SE VANTELIN TEAM 
TOM'S が チー ム の ホー ムペ ー ジ な ど で 
2019 年 王者 の ニッ ク ・ キ ャ ン デ ィ が カ 
ー ナ ン バ ー 1 を つけ て 今年 も 参戦 する こ 
と を 発表 
国 記 / ゴ ッ 世 議 ACO が 6 月 10 一 14 日 に 
開催 され る 最終 戦 ル ん ・ マ ン 24 時 間 の 斬 
定 エ ント リー リス ト を 発表 。 全 4 クラ ス 
の 合計 エン トリ ー は 62 台 、 リ ザー ブ 枠 
に は 10 台 が 名 を 連ね る 
OTHER  D1 グ ラン プリ シリ ー ズ を 
運営 する 株 式 会 社 サ ンプ ロス 、 新 型 コ ロ 


ナウ イル ス の 感染 拡大 を 受け 、 3 月 28、 


29 日 に 名 阪 ス ポー ツラ ンド で の D1 ライ 
ツ シ リ ー ス 開幕 戦 と 4 月 25、26 日 に エ 
ビス サー キッ ト で 開催 され る D1 グ ラン 
プリ シリ ー ズ 開幕 戦 の スケ ジュ ー ル を 変 
更 す る と 発表 。D1 ライ ツ の 名 阪 ス ポー 
ツラ ンド 戦は 4 月 11、12 日 に 、D1 の 
エビ ス サ ー キ ッ ト 戦 は 11 月 14、15 日 に 
第 8 戦 と し て 開催 する こと に 


2/29 (set」 

EE 第 5 戦 マ ラ ケ シ ュ ダ ・ コ 
スタ が 優勝 。2 位 に BMW i ア ンド レッ 
ティ ・ モ ー タ ー ス ポー ツ の マキ シミ リア 
2 ショ クシ クー DSI ま 二 必 寺 の 
シッ ン mn り U0/ ク 2 パル ョ ミ 


3/2 rmon1 


SF 鈴鹿 サー キッ ト 、 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス の 影響 を 踏ま え 、3 月 9、 
10 日 に 実施 する 予定 だ っ た 公式 合同 テ 
スト と 、4 月 4、5 日 に 開催 予定 だ っ た 
開幕 戦 を 延期 する と 発表 
鈴鹿 サー キッ ト 、 新 型 コ 


ロナ ウイ ルス の 影響 を 踏ま ほえ 、3 月 21、 


22 日 に 開催 予定 だ っ た 開幕 戦 の 延期 を 
発表 。 代 替 戦 は 11 月 21、22 日 に 行なわ 
れる こと が 決定 し た 


3/3 [tue1 


F1 ピレリ と フェ ラー リ 、 新 
型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 を 考慮 し 、 
8 月 語 目 全 和 久 72 リコ オ ラン クノ ( 守 施 
予定 だ っ た 2021 年 用 18 イ ンチ タイ ヤ の 
テス ト を 延期 する と 発表 


3/ 人 4 [wed1 


F1 FIA に よる | フェ ラー リ と 合 
意 に 達し た | と いう 発表 に つい て 、 同 社 
製 パ リー ユニ ッ ト を 使用 し て いな い 7 チ 
ー ム が その 詳細 を 明らか に する よう 要求 


3/5 tu 


F1 FIA、 フ ェ ラ ー リ と の 和解 
合意 の 内 容 を 明らか に する よう 7 チー ム 
か ら 要 求 さ れ た 件 に つい て 新た に 声明 を 
発表 し 、 内 容 の 機密 性 は 司法 規律 で 規定 
され て いる こと だ と 主張 


3/6 fn] 


GT500 クラ ス に 参戦 する 
TGR au TEAM TOM'S と TGR KeePer 
TEAM TOM'S が 2020 年 シー ズン の カ 
ラー リン グ を 発表 。 今季 は TGR KeePer 
TEAM TOM'S の 37 号 車 か ら レ ッ ド ブル 
の ロゴ が な く な っ て いる こと が 明らか に 


3/8 [sun1 
1 バー レー ン ・ イ ンタ ー ナ 
ショ ナル ・ サ ー キ ッ ト が 声明 を 発表 し 、 
第 2 戦 バ ー レ ー ン GP を 無 観客 レー ス と 
し て 開催 する こと を 明らか に 


3/12 rtpu] 


| WRC EK お あと さ クニ 


3/13 rm 
還 バッ 世 科 第 3 戦 メ キシ コ 


| オー トス ポー ツ 」 No.1526 発売 


3/14 rsat] 


公式 テス ト @ 岡 山 15 日 ま 
で 開催 
リリ <( 思 第 3 戦 メ キシ コ 


3/15 [sun1 
F1 開幕 戦 オ ー ス トラ リア GP 
琴 語 <( 世 議 第 3 戦 メ キシ コ 


3/20 [fn] 
国 記 ev 玉 還 第 6 戦 セ ブリ ング 1000 マ 
イル 


3/21 [sat1 
画 | に 7 替 蘭 第 2 戦 セ ブリ ング 12 時間 
F2 開幕 戦 バ ー レ ー ン 
F3 開幕 戦 バ ー レ ー ン 


3/22 [sun 
1 第 2 戦 バ ー レ ー ン GDP 
F2 開幕 戦 バ ー レ ー ン 
F3 開幕 戦 バ ー レ ー ン 


OFF SHOT 
今 号 の P30ー33 で は 、 今季 ス ー パ ーGT 
GT500 ク ラス に ホン タダ 陣営 か ら 参戦 する 
笹原 右京 セン シュ の イン タビ ュー を 掲載 。 
取材 時 に は 編集 部 まで お 越し いた だ いた 
の で す が 、 そ の 際 に 16 号 車 (勝手 に CG 
を 作っ た レッ ドブ ルカ ラー 版 ) が 表紙 の 
本 誌 Nol528 い ひよ イン を 見 だ ただ だき う 呈 
の 読者 プレ ゼン ト に させ て も らい まし 


た ! 詳し く は P82 を チェ ッ ク す べし ! 


‥ パ ⑭ ぺ ボ そ え 『⑭ 人 人 
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FROM PIT CREW 


@ 新 型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 が 止ま 。。 て いた 、 日 本 で は 見 な いあ ん な クル マ や 
上 囚 の 2 は の の 2 セミ ーー 了 M 54 HONDA NSX-GT | 重 さ ざさ 」 と いう 呪縛 か ら の 解放 、 そし て 克服 へ 
物 詩 け モ キース ポ フ ェ ス | が 中 止 と な り 、 ス し て 、 ド ライ バー た ちの ポジ ショ ン 和 争い ーー = ーー ふい 

條 人 600 軸 大 だ の 湯 PT コロ 四 ビー ジン の ピピ 622 NISSAN GTR 新規 定 元 年 の 完成 度 の 高 さ が 連 吾 を 生む 

た 。 例 年 、 多 く の フ ァ ン が 詰め か ける 岡 ” 道 な の に 。 や っ ぱり 海外 の 人 ら は いろ 

山 の メ ー バ ーGT 公 未 テ スト は 失 ぐ な 味 で すご いで す 。 (きゃ りー) 68 LEXUS RCF/Lc500 現場 主義 へ シフ ト せ よ 


行なわ れる が 、 現 場 に お も むく メデ ィ ア 
関係 者 は 全員 が 事前 に 問診 杜 を 提出 し 、 
体調 に 異常 が な な いか 毎日 確認 を 受け る 。 
取材 時 の マス ク 芽 用 も 義務 だ 。 国境 を ま 
た ぐ 海 外 レ ー ス の 事情 は さら に 深刻 で 、 
誌 発売 直後 に メル ボル ン で 開幕 する F1 
に も 不安 が 残る 。 イ タリ ア 政 府 の 「 ロ ン 
バル ディ ア 州 全域 お よび 14 県 の 大 規模 な 
封鎖 ) が フェ ラー リ や ピレリ の スタ ッ フ 
の 移動 に 大 き な 影響 を お よ ぼ し て いる 。 社 
会 的 に 見 れ ば モー ター スポ ー ツ は エン タ 
ー テ イン メン ト に 分 類 さ れる だ ろう が 、 娯 
楽 は 人 々 の 生活 に 欠か せな いも の で あり 、 


但 や っ と お 届け する こと が で きま す 。 企 
画 構想 か ら 実 現 まで 約 半年 :……。 何 気 な 
いひ と 言 か ら は じ ま っ た も の で す が 、 な 
ん と オー トス ポー ツ Web と の 連動 企画 に 
まで 発展 し まし た 。 動画 の 制作 の 現場 も 
見 まし た が 、 あ れ は 大 変 で すね 。YouTube 
っ て 奥 が 深い で す 。 手伝っ て くれ た Web 
担当 の 三原 さん あり が と う 。 森脇 さん の 
解説 動画 は オー トス ポー ツ Web チ ャ ン ネ 
ル で 見 られ ます 。 本 誌 を 教科 書 に 動画 の 
解説 を 聞く と 分 か りや すい と 思い ます よ 。 
( 4 号 連 続 で す 。yuka) 


On the ED ロロ GE ピ 


情報 が レー ス を も っ と 楽し くす る 


R モ ー タ ー ス ポー ツ 、 金曜 午後 の 撤退 発表 
アス トン マー ティ ン 、 LMH プ ログ ラム を 再 評 価 ほ ヵ 


その 世界 で 生計 を 立て て いる 人 も 数 多い 。 FEATURE 
月 並み な 言葉 に な る が 、 こ れ 以 上 問題 が 2 月 に 比べ て 気温 が 上 が り 外 出 を し た 
深 応 化 せ ず に 、 1 日 も 早く 事態 が 収 末 す  " く な る この 時 期 で す が 、 新 型 コロ ナウ イ レーー 1 1 直 re 記 記 言 千 ジ 
る こと を 祈る ば か り だ 。 い ま は この 言葉 ルス 感染 予防 の 為 、 ス ポー ツ 界 で は 、 試 30 Interview 世 原 右 クリ スマ ス に 届い た “一 本 の 電話 
し か 思い 浮か ば な い 。 (田中 ) 合 の 中 止 、 延 期 、 無 観客 試合 が 決定 し て 
いま す 。 も ちろ ん モー ター スポ ー ツ も 例 信昌 OW TO BUILD A CAR 日 本 版 、 予約 受付 中 に: パリー コー 主導 じ た 
久本 誌 が お 休み と な っ て いる 間 、 僕 は よ 外 で は あり まん 。 レ ー ス 観戦 の た め に 事 
その 国 に お 邪魔 し て いた の で す が (幸い 前 か ら 計画 し て いた 人 も 多く いる と 思い 
に も 流行 り の 病気 に は 感染 せ ず に 済み ま 。。 ます が 、 今 は グッ と 耐え て いき まし ょ う 。 72 Interview 佐藤 坊 磨 ーー 11 年 目 の 新た な 景色 。 
し た ) 、 当 然 日 本 と は 走っ て いる クル マ が その 間 、auto sport 本 誌 や wep を いつ も 
違う ん で すね 。 前 号 の ハコ 車 特集 に 載っ 以上 に 確認 し て くだ さい ね 。( ヒ ラ ケ ン ) 
IRREGULAR 
// [不定 期 連 載 ] as 流 ビリ 辛 市販 車 イン プレ 
ベー スマ シン 一 刀 両 断 !! 一 一 - TOYOTA SUPRA 
79 [連載 ] ラリ ー ド ライ バー 勝田 足元 の | WRC へ の ペー スノー ト 2020」 Page 2_Sweden 
REGULAR 
お 詫び と 訂正 46 F1 DEEP NETWORK 


auto sport 臨 時 増刊 [2020 F1 全 チー ム & マシ ン 完 全 ガ イド |] に お いて 誤り が 47 from Worldwide Pressroom 


あり まし た 。41 ペー ジ の アレ クサ ンダ ー・ ア ル ボ ン の ゼッケン が 「77」 と な 48 全日 本 MS 会 議 - あの 日 の ボディ ウム 

っ て いま す が 、 正 し く は 「23] で す 。 ま た 、59 ペ ー ジ 60 ペ ー ジ で は レー シ 49 auto sport before & after 

ング ポイント の チー ム 名 が 「BMT Racing Point F1 Team」 と な Mo 81 [連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 一 いし いし ん じ 
が 、 正 し く は 「BWT Racing Point F1 Team] で す 。 関係 者 お よび 読者 の 皆 

様 に ご 迷惑 を お か けし まし た こと を お 詫び する と と も に 、 訂 正 さ せ て いた だ き 82 PRESENT FOR READERS 

ます 。 今後 は より 一 層 正 し い 報 道 の 徹底 を 心がけ て まい り ま す の で 、 ご 愛読 

ほど よろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 
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共通 パー ツ と いう “規制 "の な か 
いか に し て 彼ら は 車体 を 最適 化し て いっ た の か 
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17 年 に 設計 を 一 新 し 、 そ れ を 克服 し て 結果 を 手 に 入れ た の が 18 年 だ っ た 
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全面 設 


ハイ ブリ ッ ド 関連 部 品 を 降ろ すこ と で 大 幅 に 低下 
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軽量 化 を 実施 


当初 の Reg 重 量 1090kg 前 提 で 設計 
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さ で 
い 


ハイ ブ 


リッ ド 搭 
Regi 車 重 
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遇 2014 -2019 年 車両 重量 変遷 


17 年 の シー ズン 中 !【 
大 幅 軽量 化 


イン ター クー ラー 
移設 が 大 きく 貢献 


14 年 開幕 戦時 点 を 基点 に 、 重 心 高 の 変化 を 示し 
て いる 。 実際 に は 第 4 戦 で イン ター クー ラー の 搭 
載 位置 を 変更 し た の で 、 そ の 段階 で 15 年 と 同じ 
数 値 に 上 昇 し て いる 。16 年 は ハイ ブリ ッ ド シス 
テム を 降ろ し 、 最 低 重量 に 満た な い 分 を バラ スト 
と し て 搭載 する こと で 重心 高 を 低下 させ た 。17 
年 は ハイ ブリ ッ ド シス テム 非 搭載 を 前 提 と し た 設 


計 と する こと で 、 重 心 高 を 大 幅 に 低下 。17 年 第 
3 戦 で 重心 高 が 上 が っ て いる の は 、MR ハ ン デ の 
見 直し に より ウエ イト ハン デ が 15kg 軽 減 さ れ た 
た め 。18 年 に エン ジン の 上 に あっ た イン ター ク 
ー ラ ー を フロ ア の 上 に 移動 させ た こと で 、 重 心 高 
の 大 幅 な 低下 を 実現 。 最 終 的 に は 、14 年 モデ ル 
の スタ ー ト 時 に 対し て 14mm 下 げ る こと が で きた 。 


当 2014-2019 年 重心 高 変遷 
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に 軽量 化 を 進め る こと で 是正 し て いっ た 。 
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Il と SW 本 あの 周 呈 作 作 6 と の 2 2M ク シコ 20 002S  、 3 | (|) | 5 
の 
96 0 Ua 2 2 OO る ラク ラク 2 0 の ーa/0 ョ 。 0 DE) 0 の 8 フィ レ か 
1 な いけ を < く の を 必 度 た が き テ 回 シテ `、 シ で た セ | ト `、 ちか が い ォ | 使 
較 202 祭 /G 証 細 5 間 E2158 SS 生計 2 還 レー 5 の ーー ソ ツ シ 2 6 信 コマ < キョ "リマ 2 シン 
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COTA Open Test Combined Results February 11-12@Circuit of the Americas [3.41 miles=5.487 kml 市 目 導 個 (ISmm、 に 
Rank Car Driver Name Team Engine Session Time Speed [mph) Total Laps 7 | 戻 な フ い ぐ 
1 12 Will Power Team Penske Chevrolet Test Session 3 1'46"7603 114.987 6 イ 央 る | し L す 3 
2 27 Alexander Rossi Andretti Autosport Honda Test Session 3 OM2952 卓 関 交 29 50 ン 則 6 KG 語 本 7 が れ フ 
3 2 Scott McLaughlin [R) Team Penske Chevrolet Test Session 3 1'.47"2630 114.448 65 ク 戦 く す ル に 
4 Josef Newgarden Team Penske Chevrolet Test Session 3 1'47"2750 114.435 54 加 を る ー し も 
5 88 Colton Herta Andretti Harding Steinbrenner Autosport Honda Test Session 3 1'47"3672 114.337 43 め 8 2 中 
6 22 Simon Pagenaud Team Penske Chevrolet Test Session 3 1'47"5568 114.135 66 2 ae 追 ヽ 全 
7 Oliver Askew [RI Arrow McLaren SP Chevrolet Test Session 3 必 の ul 114.130 7// 体 と ァ zaII び い 自 わ 
8 Scott Dixon Chip Ganassi Racing Honda Test Session 3 147"6921 113.992 5 み 制 こ トト は か 分 な 
9 55 Alex Palou [R) Dale Coyne Racing with Team Goh Honda Test Session 3 147“"7070 II9996 62 は な リ 革 剛 た い 
10 5 Pato 0'Ward Arrow McLaren SP Chevrolet Test Session 3 5 3267 67 
11 10 Felix Rosenqvist Chip Ganassi Racing Honda Test Session 3 1'47"7796 113.899 RSy/ 
12 98 MarcoAndretti Andrett Hera Autosportw Marco Andreti& CurD-Agaanian Honda Test Session 3 1'47"8385 113.837 5 お Ei My/ 丈 さ 東 
13 60 JackHarvey Meyer Shank Racing Honda Test Session3 147"8902 113.782 61 願い プ 磨い 人 
14 28 Ryan Hunter- Reay Andretti Autosport Honda Test Session 3 147“"8914 978l 51 い \ 抜 O | 5 8 最 る 
15 59 MaxChilton 9ETall Chevrolet Test Session3 1'47"9628 113.706 73 My を 置 昨 後 ご 
16 15 Graham Rahal Rahal Letterman Lanigan Racing Honda Test Session 3 1'47“9870 113.680 51 ya ご ン 上 内 ( 
17 26 Zach Veach Andretti Autosport Honda Test Session 3 1'48"0054 113.661 RSy/ し い ジー 必 の: 2 
18 21 Rinus VeeKay [R) Ed Carpenter Racing Chevrolet Test Session 3 1'48"2198 113.436 84 8 どき ン 同 年 MG 
19 8 Marcus Ericsson Chip Ganassi Racing Honda Test Session 3 1'48"3065 113.345 65 す 年 り レ ) 3 
20 18 Santino Ferrucci Dale Coyne Racing with Vasser-Sullivan Honda Test Session 3 1'48"3640 113.285 5 も と で 呈 タ 
21 31 Sergio Sette Camara [R) Carlin Chevrolet Test Session 3 1'48"4707 山 隊 史 5 28 応 の 計 お を 才 
22 30 Takuma Sato Rahal Letterman Lanigan Racing Honda Test Session 3 1'48"6896 山上 M5 40 提 7 3 商 え 
23 4 Charlie Kimball A.J. Foyt Enterprises Chevrolet Test Session 3 1'48"6925 112.942 52 を シ クン か 7 
24 14 Sebastien Bourdais A.J. Foyt Enterprises Chevrolet Test Session 3 1'48"8361 112.793 36 』E | ピ せ い 
25 20 ConorDaly Ed Carpenter Racing Chevrolet Test Session 3 1'49"0781 112.543 64 ろ ジア 5 7 ま 
26 31 Felipe Nasr [R) ETali Chevrolet Test Session 3 1'50"7683 110.826 50 | 孤 王 ジ ジ ン < す 
2 14 Dalton Kellett [R) A.J. Foyt Enterprises Chevrolet TestSession3 1'50"9943 110.600 0 2 ン 7 だ 0 ら 


[RJ=Rookie | Chassis=Dallara | Tire=Firestone 
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SUPER CT カレ ンダ ー2020 1400 円 4 紀 ) 
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auto sport web 特別 編集 
SUPER CT 卓上 カレ ンダ ー2020 7750 円 @) 


ちょ っ と 時 間 が 経ち まし た が 、 今回 は スウ ェ ー デ ン の 巻 
| と に か く ひ どい 不 足 だ っ た 」 と は 聞い て いま し た が 
ドラ イ バ ー も 特殊 な コン ディ ンション へ の 

対応 力 が 求め られ て いた よう で す 


Text : 勝田 貴 元 (Takamoto Katsuta) 
Photo : 古賀 敬介 (Keisuke Koga) ノ TOYOTA 


凍っ た クラ ベル 、 柔らか い ク ラベル! 


ーー 


ーー ニーーー 


< Ph 


2018 年 の スウ ェ ー デ ン は 過去 10 年 間 で 雪が 最も 多く 、 最 高 の コ ン デ ィ シ ョ ン だ っ た そう 。 貴 元 選手 も それ を 望ん で いた の で す が 
…… 。 貴 元 選手 が 写真 を 見 た と き 、「 あ れ っ !? ラリ ー・ フ ィ ン ラ ンド ? | と 思っ た ほど だ と か 。 上 は 今年 の スウ ェ ー デ ン 。 (as) 


呈 リー・ ス ウェ ー デ ン は 2018 年 に 

WRC 2 クラ ス で 初 優勝 し た 僕 に と っ 
て 、 す ご く 思 い 出 深い ラリ ー で す 。 た だ 、 ご 
存 知 の と お り 、 今 年 は 例年 に な い 雪 不足 で 、 
1 週間 前 まで は 大 会 が キャ ン セ ル に な る の で 
は な いか と いう くら い の 状 況 で し た 。 完全 グ 
ラベ ル の ステ ー ジ も あっ た ほど 。 主催 者 側 の 
苦渋 の 決断 で 競技 の 半分 の ステ ー ジ が キャ ン 
セル と な り 、 レ ッ キ も 2 日 か ら 1 日 に 。 そ し 


ベル タイ ヤ の よう に も 見 える けど 、 構 造 も コ 
ン パ ウン ド も まっ た く 違 う 。 ピ ン が 抜け る と 、 
グリ ッ プ カカ は グラ ベル の 上 だ と し て も か な り 
低く な る の で す 。 サ イド ウォ ー ル は グラ ベル 
タイ ヤ よ り 柔 ら か く 、 パ ンク の 危険 性 も 上 が 
る 。 そ ん な 状況 で 最も 怖かっ た の が 、 ピ ン が 
抜け た 状態 で の アイ スコ ン デ ィ シ ョ ン で し た 。 
た と えば 、 こ ん な SS が あり まし た 。 

最初 は アカ イス セ クシ ョ ン で 、 そ こ か ら 長 い 


また 、 ス タッ ド タ イ ヤ で の 路面 変化 の 対応 
に も ちか な か り 苦 し み ま し だ た 。 こ ご と ごま で 、 ア イス 
と スノー、 そ し て グラ ベル と 大 きく 3 つ に 分 
け て 話し て きま し た が 、 実 際 に 走っ て みる と 、 
コン ディ ショ ン は それ 以上 に 複雑 だ っ た の で 
す 。 同じ |「 ア イス 路面 ] で も 薄い 氷 と 厚い 氷 
で は グリ ッ プ 感 が 大 きく 異な り 、 ド ライ ビン 
グ で の 対応 も 変わ っ て きま す 。 今回 の ペー ス 
ノー ト に は 、「 厚 い ア イス | な ど と これ ら の 
情報 も 必要 に 応じ て レッ キ で 記し まし た 。 肝 
も 同様 で 、 圧 雪 と 新雪 で は グリ ッ プ 感 が 大 き 
く 変 わる 。 そ れ ら の 情報 6 ペー スノー ト に 記 
入 。 そ し て 今回 は 、 こ こ に グラ ベル の 要素 が 
加わ り 、「 凍 っ た グラ ベル | 普通 の グラ ベル 」 
| 柔らかい グ ラベ ル 」| 「 泥 |] と 、 か な りや や こ 
し いこ と に 。 そ の な か で も 泥 が 落と し 穴 的 な 
存在 と な っ て いま し た 。 

スタ ッ ド タイ ヤ で 凍っ た グラ ベル や 普通 の 
グラ ベル を 走っ て いる と 、 ア イス の よう に ピ 
ン が 地面 を し っ か り 噛 ん で くれ る の で 、 か な 
り 高い グリ ッ プ を 得 ら れ ま す 。 た だ 、 泥 は 柔 
ら か すぎ る の で 、 ピ ン が 引っ か か ら ず 、 ま っ 
た く と 言っ て いい ほど グリ ッ プ し な い 。 首 授 、 
雨 が 降れ ば 泥 に な り ま す が 、 今 回 は 雨 だ け で 
な く 、 寺 や アイ ス が 溶け て 水 に な っ て いま し 
た 。 そ れ ゆ え 、 レ ッ キ 後 の 状 況 変化 が 激しく 、 
どの コー ナー の 雪が 溶け て いる の か 、 路 面 が 


て 、 い き レ ッ キ に 行く と 、 ス テー ンジ 上 に まっ グラ ベル セク ショ ン が あり 、 最 後に また アイ 泥 に な っ て いる の か そう で な い の か 、 と いっ < 
た く 婁 が な い ……。 走っ て いく と 、 セ クシ ョ ズ べ 0 コ ヨー ナー が て くる と いう と と ころ 。 ここ ここ と を 予測 し な が ら 走 ら な けれ ば な ら な い 。 し < の 
ン に よっ て は 雪 や アイ ス が あり まし た が 、 す は 途中 の グラ ベル セク ショ ン が 長い た め 、 ピ これ は 非常 に 難し く 、 ス トレ ス フ ル で し た 。 し 2 


ぐに また グラ ベル に な る と いっ た 感じ 。 路 面 
コン ディ ショ ン の 変化 が 激しく 、 ペ ー ス ノー 
ト 作 り も か な り 難 し か っ た で す 。 ア イス が あ 
る と は 言え 、 基 本 的 に は 薄く 、WR カ ー が 走 


ン が 抜け る 可能 性 が 高い 。 コ ン パ ウン ド 自 体 
が 柔らか い の で オー バー ヒー ト し や すく 、 ス 
タビ リティ や グリ ッ プ が 低下 し て いく 。 そ う 
な っ た 矢先 に アイ ス の コー ナー。 ピ ン が どれ 


この 経験 を すぐ に ほか の ラリ ー に 活か すこ 
と は 難し いか も し れ ま せん が 、 し っ か り 走 り 
切っ た こと で 、 と て も 特殊 な 経験 を 積む こと 
が で きま し た 。 強力 な チー ム メ イト と の デー 


1 
れ ば すぐ に グラ ベル が 出 て くる の は 間違い な くら い 残 っ て いる の か を 予測 し な が ら 、 そ の タ 共 有 で 自分 に 不足 し て いる 部 分 が 明確 に 見 3 
し と な る と 、 そ の よう な コン ディ ショ コー ナー に 入っ て いか な けれ ば な り ま せん 。 つか っ て きた こと も 大 き な 収 穫 と な り ま し た 。 に ne 
ン で 問題 と し な っ て くる の が タイ ヤ で す 。 今回 の スウ ェ ー デ ン で は みん な 、「 グ ラベ 次 は 第 5 戦 ポ ルト ガル で す 。 僕 自身 の 出場 6 の 
スウ ェ ー デ ン は フル スノー アイ スラ リー の ル 版 の モン テカ ル ロ だ ! 」 と 口 を そろ えて い は 3 カ月 ほど あき ます が 、 カ ラダ 作り な ど 最 as きこ 


た め 、 フ ルス タッ ド タ イ ヤ 、 い わ ゆ る スパ イ 
クタ イヤ を 使い ます 。 ピ ン の 長 さ は WRC 最 
高峰 の クラ ス で は 6.5mm。 ス タッ ド タ イ ヤ で 
グラ ベル を 走る と タイ ヤ を 非常 に 酷使 する こ 
と に な り 、 ピ ン 抜 け と いう 問題 が 発生 し ます 。 
最初 は 高い グリ ッ プ を 得 ら れる けど 、 走 っ て 
いる うち に ピン が 抜け て いく 。 ス タッ ド タ イ 
ヤ は 、 基 本 的 に アイ スス ノー の 上 を 走る た め 
だ け に 作ら れ た も の 。 ス タッ ド タ イ ヤ に は 深 
い 溝 が ある の で 、 ピ ン が 抜け た 状態 で は グラ 


まし た 。 た だ 、 モ ン テ カ ル 晶 の 場合 僕たち 
に は セー フ テ ィ クル ー (ステ ー ジ 走行 前 に ス 
テー ジ の コン ディ ショ ン を ペー スノー ト に 追 
記す る クル ー) が いま す 。 彼ら の イン フォ メ 
ーション の お か げ で 、 目 まぐ る し く 変 わる コ 
ン デ ィ シ ョ ン を 全開 で 走る こと が で きる 。 今 
回 は その セー フ テ ィ クル ー が いな い の で す 。 
距離 は 短かっ た の で す が 、 コ ン デ ィ シ ョ ン や 
タイ ヤ の こと な ど 、 こ の 先 に 何 が 起き る の か 、 
誰 に も 予想 で き な い ラリ ー で し た 。 


大 限 の 準備 を し て グラ ベル 連戦 に 備え た いと 
思い ます 。 応援 を よろ し く お 願 いし ます ! 


か つた た か も と 坦 FCJ (201 1 年 王者 )、 全 日 本 F3 C ク ラ 
ス (13 年 シリ ー ズ 2 位 ) な ど を 経て 、15 年 に 「TOYOTA 
GAZOO Racing ラ リー チャ レン ジ プ ロ グラ ム 」 の ドラ イ バ ー 
に 選出 。17 年 WRC 第 7 戦 イ タリ ア の WRC 2 で クラ ス 93 位 。 
18 年 WRC 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン の WRC 2 で は クラ ス 初 優勝 を 
果たし た 。 18 年 9 月 、 同 プ ログ ラム の 育成 ドラ イ バ ー に 選出 。 
19 年 は WRC 2 を メイ ン に 参戦 し つつ 、 ド イツ と スペ イン で 
は ヤリ ス WRC を ドラ イブ 。20 年 は 欧州 ラウ ンド 7 戦 十 日 本 
の 計 8 戦 に ヤリ ス WRC で 参戦 する 。1993 年 愛知 県 生ま れ 。 
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作家 。1966 年 大 阪 生 まれ 、 現 在 は 京都 在 
住 。 ク ル マ や レー ス の 話 は 『 い し いし ん じ 


の ご は ん 日 記 】 で も 


いし いし ん じ 
( 幾 田 作 助 ) ほか 著作 多数 。 最新 刊 「 き 
ん じ よ 』 の 表紙 に は 当 連 載 に 登場 し た 絵 の 


シー ル も 貼ら れ て いま す よ 。 
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常 図 寸 民 っ 


ー ハ へ 民 忌 器 上 と 際 モテ へ 必 人 DO: 飼 掃 N 震 語 ご 
如 山 
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オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


川 各 引 | 


昌 EAUEN 


EBBRO 1/43 ス ケー ル モ デ ル 

Y's distraction GTNET GT-R 2018 #99 1 名 様 
月 一 ペー ス で 新 製品 が 登場 する EBBRO の 1/43 ス ケー ル モ デ ル か ら 
Y's distraction GTNET GT-R 2018 #99 を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ラ 
イン アッ プ は エブロ の HP まで 。 
提供 : エム エム ビー 
URL : www.ebbro.CO.jp 


回 直筆 サイ ン 入 り オ ー ト スポ ー ツ No.1523 2 名 様 

今 号 で イン タビ ュー に 答え て くれ た 笹原 右京 選手 。 スー パーGT GT500 
クラ ス に チー ム 無 限 か ら 参戦 する こと が 発表 され た 東京 オー ト サ ロ ン 
の 記事 が 掲載 され て いる No.1523 に 直筆 の サイ ン を 入れ て 2 名 様 に プ 
レ ゼ ント 。 噂 され て いる マシ ン の カラ ー リ ング に も 注目 が 集まる 。 


2019 年 F1 日 本 GaP パ ン フ レッ ト 1 名 様 

今年 ちい よい よ F1 の シー ズン が は じ ま る 。 昨年 か ら さ ら に パワ ー ア ッ 
プレ た だ た レッドブル ・ ホ ンダ は 、 どれ だ け の パラ フォ オー マン ス を 見 せ せ て く 
れる の か 。 ホ ンダ に と っ て 名 旋 レ ー ス と な る 10 月 の 日 本 GP に 向け て 
も 期待 が 高まる 。 


三浦 愛 カ レン ダー (卓上 ) 5 名 様 

全日 本 F3 選 手 権 へ 女性 ドラ イ バ ー と し て N ク ラス も 含め て 6 年 間 参戦 
し 続け た 三浦 愛 選 手 。 昨 年 在籍 し て いた スリ ー ボ ンド レー シン グ か ら 
の 参戦 の 様子 と 魅力 が 詰まっ た カレ ンダ ー を ら 5 名 様 に 。 オ リ ジ ナ ル の 


ラン 因 


ーー 


イラ スト ステ ッ カ ー も 付い て くる 。 
サイ ズ : 132mmx 182mm 
提供 : 株 式 会 社 ス リー ボン ド 


URL : https://Www.threebond.CO.jp 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 


し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、(④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、③⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2020 年 3 月 27 日 (日 消 印 有 効 ) 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 


新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1526 号 プレ ゼン ト 」 係 


ワイ ルド で スマ ー ト な |LYCAN」 
市 販 仕様 で AXCR クラ ス 2 位 支え る 


タレ ント な が ら 自 ら ス テア リン グ を 握 
っ て ラリ ー に 参戦 する 哀川 翔 氏 。 アジ ア 
・ ク ロス カン トリ ー・ ラ リー (AXCR) 
に も 長年 参戦 し て お り 、2019 年 は フレ 
ックス 株 式 会 社 と と も に 結成 し た チー ム 
[FLEX SHOW AIKAWA Racing with 
TOYO TIRES」 を 監督 と し て 率い 、T1G 
クラ ス 2 位 を 獲得 し た 。 

そん な チー ム を 足元 か ら 支え た の 
が 、CRIMSON が 展開 する ホイ ー ル 、 
「MG」 シ リー ズ 。 同 シリ ー ズ は SUV や ラ 
イト トラ ッ ク に 装着 する こと を 前 提 と し 
て 設計 され て お り 、 オ フロ ー ド で 映え る 
ワイ ルド さと 、 衝 中 に 溶け 込む スマ ー ト 
さ を 兼 ね 備え る 外観 が 特徴 。 最 新作 の 


ILYCAN] は 、 市 販 品 と 同 ス ペッ ク の も 
の が 昨年 の AXCR に 投入 され た が 、 一 切 
損傷 な ど が 認め られ な い ほ どの "信頼 性 " 
を 誇る 。 デ ザイ ン と 性 能 を 両立 させ た 
ILYCAN] の 詳細 は 別途 記載 の 公式 ホー 
ムペ ー ジ で 確認 され た し 。 


圏 CRIMSON MG LYCAN 

信 サ イズ : 16X7.0Jー18x8.0J 

人 @ 価 格 : 税別 4 万 円 か ら 

人 @ カ ラー : スタ ンダ ー ド (マッ トブ ラッ 
ククリ ア )、 ス トリ ー ト ルッ ク ( ハ イ パ ー 
シル パテ シブ プ ラック プレ ッ ド ) 
念 詳 細 ペ ー ジ URL : http://www.mg- 
wheels.com/lineup/Iycan.html 


所 奈 下 閉 な - 上 脱 代 に FR WM も GR ス - ラ GT 
"HiE そ の 和 まま "の 硬 し 4 


Crash , > 


We *ー ュ し 
上 


も weNiNaar 山下 吾 大 


携帯 か ら も 応募 で きま す 
※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2020 年 3 月 26 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケー タイ ・ コ ー ド 対応 
機種 を お 持ち の 方 は 右 図 か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 サ イト 


内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 住所 
等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な いと 商 


品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 


※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プレゼ ント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 


の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


https://san-eishob0.jD/form/Dub/3/as1526 


AS SIGN OAD ee eee 


四 輪 、 二 輪 と も に 鈴鹿 を 走行 可 ! 


IGW サ ー キ ッ ト ・ ク ルー ズ 」 開 催 


今年 も F1 な どの 国際 格式 レー ス を 多く 
開催 する 予定 の 鈴鹿 サー キッ ト 。 本 誌 読 
者 の な か で も 、 そ の フル コー ス を 自分 の 
愛車 で 走り た いと 思っ て いる 方 も 多い は 
ず だ 。 そ こ で 今回 は 、 数 ある 走行 体験 イ 
ベン ト の な か で も も っ と も 敷居 の 低い も 
の を ご 紹介 する 。 

鈴鹿 サー キッ ト は 、 大 型 連休 中 の 5 月 
2 日 ( 土 ) ~6 日 ( 水 ・ 振 休 ) に 「『GW 
サー キッ ト ・ ク ルー ズ ]| を 開催 する 。 こ ご 
れ は 自分 の 愛車 で 国際 レー シン グ コ ー ス 
を 2 周 、“ ク ルー ズ ” で きる こと が 特徴 。 
先導 車両 つき で 、 最 高速 度 は 75km/h と 、 
安全 性 も 極め て 高い 。 

実施 期間 中 は 各 日 、8 時 か ら 8 時 45 分 
と 12 時 15 分 か ら 13 時 と 、2 度 の 走行 枠 
が 設け られ る (6 日 は 8 時 か ら の 枠 の み )。 
四 輪 、 二 輸 (排気 量 125cc 以 上 ) と も に 
参加 可能 。 特別 な ライ セン ス も 必要 な く 、 
公道 走行 が 可能 な 運転 免許 証 が あれ ば 
OK だ 。 料金 は 四 輪 が 4200 円 、 二 輪 が 
3200 円 (いずれ も 駐車 券 付 ) と な っ て 
いる 。 申し 込み は 、 右 記 の イベ ント 詳細 
ペー ジ か ら 可 能 。 大 型 連 休 中 に サー キッ 
ト デ 選 ュー したい) 方 は 要 チ ェ ッ ク だ 。 


圏 GW サ ー キ ッ ト ・ ク ルー ズ 

念 開催 場所 : 鈴鹿 サー キッ ト 国 際 レ ー シ 
ング コー ス 

借 開 催 日 時 : 5 月 2 日 ( 土 ) ~6 日 ( 水 
・ 振 休 ) 

念 湖 加 可 能 車 両 : 一 般 公 道 を 走行 可能 な 
四 輪 / 二 輸 車 両 (排気 量 125cc 以 上 ) 

念 参 加 料 金 : 四 輪 4200 円 ノニ 輪 3200 
円 (走行 十 駐 車券 ) 

信 必 要 書 類 : 運転 免許 証 、 走 行 暫 約 書 、 ご 

注文 画面 を 印刷 し た も の 

念 詳 細 ペ ー ジ URL : https://wWww. 

SUZUKaCirCUit.jD/CIrCUItCrUISG/ 


AO5774WD 
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(S) ナシ ョ ナル ・ ヒ ルク ライ ム 


還 オー スト リア 
加 | リス リン ク 


回 イギリス 


2 バ Yog 友 光紀 北 G 
r シャ ン (E) スパ 24 時 間 


叶 石狩 
際 朋 


了 和 2 アジ ア ・ ク ロス カン トリ ー 
・ ラ リー(9~15) 


ブラ ンズ ハッ チ 加 那須 鈴鹿 10 時 間 
人 TE ュー 北海 道 講 2020 1 
本 本 市 オ ー ト ポリ ス | Ak Smt 300 


に 。 九州 回 グラ ベル マイ ン 
占 アッ セン 向 ドラ リー2020 jn 唐津 


回 ニュ ル ブ ルク リン ク 回 北海 首 


ーー ョ っ | 九州 語 EAST 九州 | イン ディ アナ ポリ ス 
本 放 オ ー ト ポリ ス 2020 8 時 間 


北海 道 攻 と か ち 


回 イオ ックス アロ ー ザ 東北 話 SUGO 0 


関西 芽 岡山 (17 晶 ) 
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の バス 。 


JAF カ ッ プ 野沢 
九州 講 ACK:KIT| 
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GTWORLD 5 2 | 。 三 。 コー8 | 全日 本 ジム カー ナ | 全日 本 ダー ト | TGR86/BRZ | TGR ネ ッ ツ カッ プ | TGR ラ リー 
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レー ス 開 催 日 


10 月 11 日 
10 月 18 日 


10 月 25 日 
11 月 1 日 


11 月 8 日 


11 月 15 日 


12 月 20 日 


レー ス 開 催 日 


信 最 新 の 日 程 に つい て は 、 各 シ リー ズ の 公式 ホー ムペ ー ジ に て ご 確認 くだ さい 。 倫 表 内 の 「※] が 付い た イベ ント に つい て は 、 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 延期 が 正式 発表 され て いる も の (3 月 3 日 時 点 ) 。 今後 、 他 の イベ ント も 変更 (延期 中止 ) され る 可能 性 が あり ます 。 ご 注意 くだ さい 。 
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1/17 発 売 デイ トナ 


No.1523 


1/31 発 売 


No.1524 


2/14 発 売 


No.1525 SA 還 シティ 


OOOUOOTT ぴ TITTIIYXJ 双 反 有 有 TITT ぜ ITRE ぜ ET 
@ (19~21 日 ) 


だ ヨ バル セロ ナ マラ ケ : 
3/13 発 売 ⑩ (26 こ 28B) ] 回 (228 品 


NO.1526 ロロ に ーー ーー 


3/27 発 売 遼 オー スト ラリ ア 


No.1527 回 レー ン 本 om 間 x | 詞 セ ブル ング 000 セブ リン ク 


マイ ル (20 日 ) 12 時 間 (21 日 ) 


嘉 


= 富士 に 所 
4/10 発 売 0 (2425 日 ) 


No0.1528 回 べ け ム 訓 谷 ※ 


三 バル セロ ナ 
4/24 発 売 ⑦ーeB) 


No.1529 12 EHBE3 略 (日) 


5/9 発 売 (ogg 話 アル セン チン | 主 ハ ン ガリ ー 
No.1530 ラン ダ 回 オハ イオ 


2 時 間 40 分 


5/22 発 売 


No.1531 


6/5 発 売 ポル ト ガ ル 同 ドイ ッ (23 日 ) 


No.1532 


6/19 発 売 国 回 ジャ カル タ (6 日 ) 


No.1533 の の の ーーー 


7/3 発 売 加 ポル ト ガ ル ー ド アメ リカ シカ ゴラン ド 


No.1534 ラ ・ リッ チ モ ンド | 還 語 ワ トミ ンス グレ ン | 田 ポコ (27 日 ) 


(27 日 ) 6 時 間 ポコ ノ (28 日 ) 


7 ボー マン ビル 
ーー | ニン 
7/31 発 売 加 2 

No.1535 718 因 ァ ィ ォ deB) | 回 半生 085 較 ュー シン アシ ャ ー | 誕 イ ギリ ス 


2 時 間 40 分 回 ハン カー 
8/21 発 売 。) Rh を EiS0N3 も RON3F3C400203(297 が BI つぎ な 2 も BS2 ル も から を かな すす CSK すみ bx で まで KK も かう が Mb さり ト RS は を CODEOG6 の MC あお PR の 0 す セト かな ja ト な さす PRES SEEEDSrESEA の 0 の KG まう 0 よる ま YES 四 ミ シカ 0 お 
電導 寺 衣 
(RG ititicitctit 
関 フト キン スグ レン 


ー ーー バー ジニ ア 
9/4 発 売 包 2 時 間 40 分 


N0.1537 ルキ テ ! 図 テ イト ナ (2gB) | 詞 ベ ルキ ー 


8 シル バー スト ・ 還 の = ee 
9/18 発 売 8 和 間 (5B > ダー リン トン 10| イタ リア 


No.1 538 較 リッ チ モ ン ド 


(12 日 ) 
10/2 発 売 席 】 シン ガ ポ ー ル 


No.1539 。  。gza ロー 


10/16 発 売 


No.1 540 10 月 11 日 プチ ル ・ マ ン 


10 時 間 (10 日 ) 
10/30 発 売 10 月 18 晶 


No.1541 誕生 計り 4 


11/13 発 売 11 月 1 日 


No.1542 


11/27 発 売 11 月 15 日 


No.1543 11 有 22 日 


12/11 発 売 11 月 29 昌 


NO.1544 の の SRWRo2 后 0 


12/25 発 売 


No.1545 12 有 20B 
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